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徳島の食材をふんだんに使った
交流会料理

【
お
も
て
な
し
の
心
を
カ
タ
チ
に
】

小さなまちの
大きな挑戦

いよいよ始まる！

１０月１１日㈮
13:30～16:00　分科会
18:00～20:00　交流会

１０月１２日㈯
  9:30～10:00　開会式
10:00～10:30　基調報告
10:40～12:00　記念講演
12:00～13:30　昼食・アトラクション
13:30～15:00　記念シンポジウム
15:00～15:30　閉会式

場所　阿南市スポーツ総合センター ほか
※エクスカーションは 11日㈮、13日㈰に実施します。
※参加申込みの受付は終了しました。
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　昨年６月から準備を進めてきまし
た「日本女性会議〈男女共同参画〉
2013あなん」が、いよいよ開催さ
れます。全国から2,400人を超す参
加者をお迎えすることになりました。
これも市民の皆様のご理解とご支援
の賜物と、心からお礼申し上げます。
　30回を迎えた今大会を節目の年
と捉え、全国の皆様とともにあらゆ
る課題に視点を当てて、学び、思い
を共有しながら、さらなる段階の男
女共同参画社会の実現に向けて、こ
のまち「阿南」から新たなるステージ
を求め、進み、そして次代を担う「未
来の大人たち」につむぎたく存じます。

実行委員長　渡辺 純子

未来の大人たちにつむぎたい

❶「日本女性会議2012仙台」でＰＲ活動❷メーン会場を彩るひまわりの種まきをした皆さん（新
野高校）❸新聞エコバッグづくりに取り組んだ徳島新聞販売店協同組合婦人部「みつわ会」とボラ
ンティアの皆さん❹完成した交流会料理を試食❺大会シンボルマークが決定❻市内公共施設にのぼ
りを設置❼市内３団体が100体の「かかし」づくりに挑戦❽おもてなし会場（阿南市商工業振興セ
ンター）に飾るパッチワークキルト作品づくりに取り組む愛好家の皆さん❾分科会のようす

❶

❷

❸

❹

❽

❾

❼

❻

❺

2004.10  阿南市女性協議会として松山市
で開催された「日本女性会議」
に初めて参加。以降、毎年参加。

2009.  9  いきいき・わくわく・どきどき
わかちあう気づき「男女共同
参画推進会議 in 阿南」を開催。
約1,000人が阿南市に集う。

2011.12  阿南市女性100人委員会が市に
「2013年日本女性会議を阿南
で」と提言

2012.  2 「誘致準備会」立ち上げ
4 「日本女性会議2013年誘致し
よう会」設立

5  岩浅市長に要望書提出
6  仙台市（前開催地）に正式に開
催の申し入れを行う
  仙台市から開催決定通知届く
8 「日本女性会議〈男女共同参画〉
2013あなん」実行委員会の設
立総会

10  大会シンボルマーク決定
12 「日本女性会議2012仙台」で

PR活動
2013.  1  市役所庁舎に懸垂幕を掲揚

2  第２回実行委員会
3  ニュースレター（１号）発行
5  第３回実行委員会
6  大会募集要項を全国に発送

  ウエルカムかかし製作始まる
7  市内公共施設にのぼりを設置

  国道55号阿南道路の歩道橋に
横断幕を設置

  阿南の夏まつりでPR活動
8  新野高校でひまわりの種まき

  新聞エコバッグ製作講習会
  2,407人の参加申込みを受付
  プレ分科会を実施
  おもてなしボランティア募集

9  交流会料理の試食会
  ウエルカムロードの清掃活動

アプローチ10年

問い合わせは
「日本女性会議〈男女共同参画〉2013
あなん」実行委員会　事務局
（☎24ー3750・FAX24ー3751）
e-mail info@jwc2013anan.com
http://www.jwc2013anan.com
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【四国で初めて開催】

阿波遍路道　―遍路道を活かした地域の連携―

遍路文化を全国に発信！

❶

１０月１９日㈯　13:00～17:30　講演会　　会場：夢ホール

オープニングセレモニー　 勝浦座による「恵比寿舞」
基調講演「歴史の道の可能性」文化庁主任文化財調査官　佐藤正知さん

記念講演「四国遍路の歴史」徳島県立博物館人文課長　長谷川賢二さん

報 告 ①「地域に生きる遍路文化」鳴門教育大学准教授　町田　哲さん

報 告 ②「遍路道の清掃活動とお接待」加茂谷へんろ道の会代表　横井知昭さん　ほか

報 告 ③「地域再生への取り組み　―遍路道―」とくしま文化財マイスター連絡協議会代表　中野真弘さん

報 告 ④「遍路道の史跡指定の現状と課題」徳島県教育委員会教育文化政策課主査　早渕隆人さん

１０月２０日㈰　 8:30～14:00　歴史の道ウォーキング

【勝浦コース】阿波遍路道／鶴林寺道・太龍寺道　延長約６㎞
【阿南コース】阿波遍路道／かも道（加茂町一宿寺～太龍寺）延長約 4.4㎞

お
接
待
で
生
ま
れ
る
心
の
交
流

阿
南
へ
、よ
う
こ
そ

参加
無料

受付
終了

第12回
全国歴史の道会議徳島県大会
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❷❸❹❾

❿

❺

❽ ❼ ❻

❶古道としての景観が色濃く残る「かも道」❷公認先達として遍路道を案内する四国八十八ケ所霊場会会長の山下正樹さん（奈良県在住）❸「かも道」に誘導サイ
ン等を設置（４月16日）❹お遍路さんをもてなす加茂町婦人会の皆さん❺加茂谷公民館が「かも道を歩こう！」を開催（２月２日）❻加茂谷地域に遍路道保護団体「加
茂谷へんろ道の会」が発足（５月15日）❼歴史の道への関心を高めた「阿波遍路道フォーラム」（平成24年11月23日）❽「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」
実行委員会を設立（５月９日）❾「青の道」と呼ばれる竹林の中を通る「かも道」❿ウォーキングで「かも道」を案内するボランティアガイドの皆さん

2009.  8  市内の遍路道（太龍寺周辺）の調査
2010.  8  市内の遍路道が四国遍路道として初めて国史跡に指定
2011.  3 「かも道ウォーキング」を開催

8  文化庁から「全国歴史の道会議」開催依頼を受ける
9 「第11回全国歴史の道会議・鳥取県大会」を視察

2012. 3  遍路道フォーラム（太龍寺道・かも道）開催
5  第１回準備委員会開催
11  阿波遍路道フォーラム ～太龍寺道・かも道・いわや道～ 開催

2013.  3  遍路道の国史跡追加指定
4 「かも道」に誘導サイン等を設置
5  実行委員会設立
  加茂谷地域に「加茂谷へんろ道の会」発足
9 「かも道」ガイド研修会

  第２回実行委員会
  「かも道」の清掃活動

10  水井町に国史跡説明板を設置（予定）

アプローチ５年

問い合わせは 「第12回全国歴史の道会議 徳島県大会」実行委員会事務局　徳島県教育委員会教育文化政策課 （☎088−621ー3164）へ

か
も
道
を
見
続
け
て

　

平
成
22
年
に
初
め
て
阿
南
市
内
の

遍
路
道
が
国
史
跡
指
定
に
な
り
、
市

民
に
と
っ
て
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
す
る
「
か
も
道
」
は
、
１

２
０
０
年
の
歴
史
の
あ
る
素
晴
ら
し

い
古
道
（
遍
路
道
）
で
、
現
在
、
国

史
跡
の
追
加
指
定
を
め
ざ
し
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
が
初
め
て
「
か
も
道
」
を
歩
い

た
の
は
、
巡
視
・
調
査
に
入
っ
た
平

成
16
年
秋
で
す
。
台
風
通
過
の
10
日

後
で
、
倒
木
、
雑
草
、
山
道
崩
落
と

予
想
以
上
の
悪
道
で
し
た
が
、
徐
々

に
整
備
が
進
め
ら
れ
、
８
年
が
経
過

し
た
今
で
は
素
晴
ら
し
い
景
観
を
取

り
戻
し
て
い
ま
す
。
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
は
、
楽
し
く
歩
い
て
い
た
だ
け

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
大
会
を
契
機
に
、
国
史
跡

の
さ
ら
な
る
追
加
指
定
を
め
ざ
し
、

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
弾
み
に

な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
委
員　

村
上 

義
雄
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自主
財
源
　
187億

8,113万
円（
51.3％）

依
存
財
源
　
17
8億
6,4

39
万円（

48.7％）

市税
147億4,623万円
（40.2％）

歳入合計
366億4,552万円
（100％）

交通安全対策特別交付金
931万円（0.0％）

国有提供施設等所在市町村助成交付金
95万円（0.0％）

ゴルフ場利用税交付金
2,813万円（0.1％）
地方特例交付金
3,108万円（0.1％）
利子割交付金
3,175万円（0.1％）
配当割交付金
3,296万円（0.1％）
自動車取得税交付金
5,990万円（0.2％）
株式等譲渡所得割交付金
6,017万円（0.2％）
地方譲与税
3億4,887万円（0.9％）
地方消費税交付金
6億7,362万円（1.8％）
県支出金
16億3,217万円（4.4％）
地方交付税
42億4,686万円（11.6％）
市債
48億6,800万円（13.3％）
国庫支出金　
58億4,062万円（15.9％）

２．収入の概況

寄附金　1億3,506万円（0.4％）
財産収入　1億8,311万円（0.5％）

使用料及び手数料　4億6,367万円（1.3％）
分担金及び負担金　4億7,498万円（1.3％）

繰入金　6億829万円（1.7％）
諸収入　9億2,495万円（2.5％）
繰越金　12億4,484万円（3.4％）

市税総額
147億4,623万円
（100％）

市民税
52億1,074万円
（35.3％）

償却資産
48億2,974万円

（32.7％）

３．市税の内訳

鉱産税
8万円（0.0％）
軽自動車税

1億8,737万円
（1.3％）

市町村たばこ税
4億9,741万円

（3.4％）
法人

21億2,766万円
（14.4％）

家屋
22億8,014万円

（15.5％）

土地
17億681万円
（11.6％）

交付金
3,393万円
（0.2％）

個人
30億8,308万円

（20.9％）

特別土地保有税
1万円（0.0％）

固定資産税
88億5,062万円
（60.0％）

１．決算収支の概況
歳　入　総　額　　　　　A 366億4,552万円

歳　出　総　額　　　　　B 359億1,503万円

歳入歳出差引額（A－B）	C 　		7億3,049万円

翌年度へ繰り越すべき財源D 　　5億1,016万円

実　質　収　支（C－D） 　　2億2,033万円

平成24年度決算概況と
平成25年度財政事情のあらまし

財
政
事
情
の
公
表
に
あ
た
っ
て

　
平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
決
算
概
況
に
つ

き
ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
関

係
各
方
面
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
生
活
環

境
に
係
る
事
業
を
最
優
先
し
、
長
期
的
視
野

で
の
予
算
の
編
成
・
執
行
に
努
め
、
２
億
２

千
万
円
余
り
の
黒
字
決
算
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
各
特
別
会
計
の
決
算
概
況
等
に
つ
き

ま
し
て
も
、
８
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
と
な
っ
て

お
り
、
併
せ
て
公
表
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

各
会
計
の
決
算
は
、
議
会
の
承
認
を
得
て
確

定
し
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
景

気
低
迷
を
背
景
に
、
市
税
等
が
減
収
し
た
こ

と
に
加
え
、
社
会
保
障
関
係
経
費
等
の
増
に

よ
り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化
を
示
す
指
標
で

あ
る
経
常
収
支
比
率
が
87
・
２
％
と
な
り
、

義
務
的
経
費
な
ど
の
経
常
経
費
の
割
合
が
や

や
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
平
成
25
年
度
予
算
の
執

行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
点
的
・
効
率
的
に
配
分
す
る
こ
と
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ
う
引
き
続
き
慎
重

な
財
政
運
営
を
図
り
、
財
政
の
健
全
化
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
阿
南
市
財
政
事
情
の
公
表
に
関
す
る
条
例

第
２
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
決

算
概
況
お
よ
び
平
成
25
年
度
予
算
に
係
る
財

政
事
情
を
こ
こ
に
公
表
し
ま
す
。

平
成
25
年
10
月
１
日阿

南
市
長
　
岩
浅
　
嘉
仁

経
常
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
比
率
と
し
て
使
わ
れ

て
い
る
指
標
で
、
こ
の
比
率
が
低
い
ほ
ど
新
た
な
行
政
需

要
に
弾
力
的
に
対
応
で
き
、
財
政
構
造
に
弾
力
性
が
あ
る

と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

経
常
経
費

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
な
ど
で
、
年
々
持
続
し
て

固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
を
い
い
ま
す
。
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140

※４定額資金運用基金 4億6,730万円

※３特定目的基金 91億2,483万円

※２減債基金 35億1,487万円

※１財政調整基金 134億7,772万円

（億円）

労働費	5,871万円（0.2％）	

▼

目
的
別
（
行
政
目
的
別
に
分
類
し
た
も
の
）

災害復旧費	1億3,315万円（0.4％）	
商工費	2億4,061万円（0.7％）	
議会費	3億2,513万円（0.9％）	
農林水産業費	5億3,534万円（1.5％）	
土木費	16億3,503万円（4.5％）	

消防費	16億8,268万円（4.7％）	

総務費	34億8,762万円（9.7％）	

公債費	36億5,872万円（10.2％）	

諸支出金	37億2,527万円（10.4％）	

教育費	41億5,104万円（11.5％）	

衛生費	67億8,770万円（18.9％）	

民生費	94億9,403万円（26.4％）	

▼

性
質
別
（
経
済
的
性
質
を
基
準
に
分
類
し
た
も
の
）

維持補修費	2億1,138万円（0.6％）	
貸付金	7億1,100万円（2.0％）	
積立金	8億5,440万円（2.4％）	

補助費等	22億5,658万円（6.3％）	

繰出金	26億4,134万円（7.3％）	

物件費	44億2,220万円（12.3％）

※
投資的経費	85億3,597万円（23.8％）	

※
義務的経費
162億8,216万円
（45.3％）

公債費	
36億5,872万円
（10.2％）	

扶助費	
54億3,794万円
（15.1％）	

人件費	
71億8,550万円
（20.0％）	

４．歳出の概況
　歳出合計　359億1,503万円

※投資的経費とは…ほとんどが公共事業にあたる「普通建設事業費」で施設整
備等に支出されます。次年度以降も支出の効果がある経費
です。

※義務的経費とは…職員の給与などの「人件費」や生活保護などの「扶助費」、
地方債の元利償還費である「公債費」などで、支出が義務
付けられている経費です。

８．市債現在高の状況
一般会計市債現在高
（平成24年度末） 321億6,158万円

市民1人当たりの
市 債 の 残 高 417,000円

９．行政財産の状況
（平成25年３月31日現在）　

土　　　	地 1,881,903㎡

建物延面積合計
389,875㎡

木造建物
（延面積） 9,350㎡

非木造建物
（延面積） 380,525㎡

※１　財政調整基金………年度間の財源の不均衡を調整するための基金。
※２　減債基金……………公債費の償還を計画的に行うために設けられる基金。
※３　特定目的基金………特定の目的のために設けられる基金。
※４　定額資金運用基金…特定の目的のために定額の資金を運用するため設置

された基金。

６．市税負担の概況

市税総額
147億4,623万円

〔市民１人当たり〕

191,197円

〔１世帯当たり〕

491,590円

７．行政経費支出の概況

歳出総額
359億1,503万円

〔市民１人当たり〕

465,667円

〔１世帯当たり〕

1,197,287円

人口77,126人　世帯数29,997世帯　（平成25年３月31日現在）

５．投資的経費の内訳

総額
85億3,597万円

（100％）

衛生費
42億4,668万円

（49.8％）

教育費
17億4,551万円

（20.5％）

土木費
9億5,666万円

（11.2％）

民生費 
3億785万円（3.6％）

災害復旧費
 1億3,315万円（1.6％）

農林水産業費 
9,794万円（1.1％）

商工費 227万円（0.0％）

総務費 
3億1,852万円

（3.7％）

消防費
7億2,739万円

（8.5％）

10.	基金の状況
（平成25年３月31日現在高）　
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平成25年度　一般会計予算の執行状況 平成25年８月31日現在
歳　　　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　　　出

区　　　　　分 予　算　額 収	入	済	額 区　　　　　分 予　算　額 支	出	済	額
市 税 137億2,750万円 77億153万円 議 会 費 3億3,363万円 1億6,151万円
地 方 譲 与 税 3億3,800万円 7,972万円 総 務 費 44億4,601万円 11億5,262万円
利 子 割 交 付 金 2,600万円 0 民 生 費 95億8,180万円 37億1,979万円
配 当 割 交 付 金 3,400万円 0 衛 生 費 89億4,917万円 11億568万円
株式等譲渡所得割交付金 2,200万円 0 労 働 費 5,083万円 1,796万円
地 方 消 費 税 交 付 金 7億円 1億6,294万円 農 林 水 産 業 費 5億6,403万円 1億5,018万円
ゴルフ場利用税交付金 3,000万円 0 商 工 費 3億1,804万円 1億2,636万円
自 動 車 取 得 税 交 付 金 5,400万円 0 土 木 費 21億3,284万円 3億1,403万円
国有提供施設等所在市町村助成交付金 85万円 0 消 防 費 21億4,577万円 3億9,387万円
地 方 特 例 交 付 金 3,100万円 1,531万円 教 育 費 55億9,005万円 11億8,729万円
地 方 交 付 税 35億3,500万円 16億7,416万円 災 害 復 旧 費 2,052万円 201万円
交通安全対策特別交付金 1,000万円 0 公 債 費 33億4,683万円 7,766万円
分 担 金 及 び 負 担 金 4億7,015万円 1億4,876万円 諸 支 出 金 26億426万円 11億5,006万円
使 用 料 及 び 手 数 料 4億9,937万円 1億7,807万円 予 備 費 3,000万円 0
国 庫 支 出 金 65億1,385万円 13億4,007万円
県 支 出 金 17億1,377万円 5,404万円
財 産 収 入 824万円 3,064万円
寄 附 金 1万円 118万円
繰 入 金 25億3,679万円 400万円
繰 越 金 5億1,017万円 7億3,049万円
諸 収 入 8億2,638万円 5,279万円
市 債 85億2,670万円 50万円

合　　　　計 401億1,378万円 121億7,420万円 合　　　　計 401億1,378万円 95億5,902万円

特 別 会 計 の 概 況
平成24年度決算（見込）の状況

会　　計　　名
平成25年度予算の執行状況
（８月31日現在）

歳　入　額 歳　出　額 差　引　額 歳　入　額 歳　出　額
1,795万円 3,178万円 △1,383万円 住宅新築資金等貸付事業特別会計 271万円 1,405万円

36万円 0 36万円 加茂谷財産区運営事業特別会計 36万円 0
159万円 0 159万円 伊 島 財 産 区 運 営 事 業 特 別 会 計 161万円 0

81億9,506万円 81億8,915万円 591万円 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 24億9,605万円 28億2,038万円
8,532万円 8,160万円 372万円 加 茂 谷 診 療 所 事 業 特 別 会 計 2,496万円 2,650万円
1,437万円 1,437万円 0 伊 島 診 療 所 事 業 特 別 会 計 251万円 537万円

8億1,136万円 6億8,150万円 1億2,986万円 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1億9,816万円 1億2,638万円
75億7,071万円 74億1,793万円 1億5,278万円 介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 31億9,654万円 24億6,142万円

726万円 393万円 333万円 伊島地区生活排水処理事業特別会計 439万円 44万円
3億7,718万円 3億7,172万円 546万円 学 校 給 食 事 業 特 別 会 計 1億3,073万円 1億2,720万円

589万円 589万円 0 奨 学 資 金 貸 付 事 業 特 別 会 計 1,094万円 312万円
3,067万円 3,067万円 0 春日野地域下水道事業特別会計 725万円 624万円

1億2,622万円 1億2,622万円 0 羽ノ浦農業集落排水事業特別会計 1,397万円 1,235万円
393万円 369万円 24万円 豊香野地区生活排水処理事業特別会計 108万円 91万円

8億3,853万円 8億2,153万円 1,700万円 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2億928万円 1億7,798万円

水 道 事 業 会 計 の 概 況
平　成　24　年　度　決　算　の　状　況

予　定　額 収　入　額 比　率 予　定　額 支　出　額 比　率
収益的収入 14億4,048万円 13億8,790万円 96.3% 収益的支出 14億2,590万円 13億8,159万円 96.9%
資本的収入 6億602万円 2億4,298万円 40.1% 資本的支出 11億7,633万円 7億6,945万円 65.4%
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　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（以下「財政健全化法」）第３条第１項および第22条第１項の
規定に基づき、「健全化判断比率」と、公営企業会計の「資金不足比率」を公表します。

１．健全化判断比率　　いずれの指標も国の定める基準内です。

指　　　　　　標 備　考
早期健全化
基準

財政再生
基準

説　　　　　　　明

実 質 赤 字 比 率 —
△1.05%
（黒字）

※
12.46%

20.00%

　一般会計等の実質赤字の標準財政規模
に対する比率です。
　家計でいうと赤字額が年収に対してど
れぐらい占めているかを示したものです。

連結実質赤字比率 —
△8.37%
（黒字）

※
17.46%

30.00%

　すべての会計の実質赤字の標準財政規
模に対する比率です。
　上記の実質赤字比率を特別会計・公営
企業会計（水道・下水道等）を含めた全
会計に適用したものです。

実質公債費比率 8.7% 25.0% 35.0%

　公債費及び公債費に準じた経費の比重
を示す比率です。
　年間の借金返済額が年収に対してどれ
ぐらい占めているかを示したものです。
市に属する会計だけでなく一部事務組合
等に対する負担も含みます。

将 来 負 担 比 率 —
△49.2%
（負担なし）

350.0%

　地方債残高のほか一般会計等が将来負
担すべき実質的な負債を捉えた比率です。
　将来見込まれる負債が年収の何年分に
あたるかを示したものです。一部事務組
合、第三セクター等に対する負担や退職
手当負担なども含みます。

注）指標が「−」と表示されているのは、赤字比率等が負の数値（黒字）となるためです。実際の数値は備考欄に表示しています。
注）指標が１つでも早期健全化基準以上になると財政健全化計画を、財政再生基準以上になると財政再生計画を策定する必要があります。
※早期健全化基準は、標準財政規模に応じて変動します。

２．資金不足比率　　各公営企業会計において、国の定める基準内です。
特別会計（公営企業会計）の名称 資金不足比率 経営健全化基準 説　　　　　　　明

阿南市水道事業会計 —

20.0%

　公営企業の資金不足額の度合いを表す
比率です。
　公営企業の赤字額（資金不足額）が料
金収入等の規模（事業規模）に対してど
れぐらい占めているかを示したものです。

阿南市公共下水道事業会計 —

阿南市羽ノ浦農業集落排水事業会計 —

注）指標が「−」と表示されているのは、資金不足比率が０もしくは負の数値（黒字）となるためです。
注）資金不足比率が経営健全化基準以上になるとその会計ごとに経営健全化計画を策定する必要があります。

【標準財政規模】
　地方公共団体の一般財源の標準規模を示すもので、標準税収入額等と普通交付税額、臨時財政対策債発行可能額の合計です。

【公営企業会計】
　法適用企業に係る特別会計、および法非適用企業に係る特別会計の総称です。阿南市では水道事業、公共下水道事業、羽ノ浦農
業集落排水事業の３会計が該当し、原則として料金収入等により独立採算方式で経営を行うこととされています。

平成24年度決算に基づく
健全化判断比率と資金不足比率を公表します
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口
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費
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と
予
想
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ま
す
。
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に
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に
、
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か
ら
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健
康
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険
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・
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医
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け
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は
し
ご
受
診
・
重
複
受
診
）

は
や
め
ま
し
ょ
う
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・
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
て
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課
（
☎
22
ー
８
０
６
４
）
へ

入院
47億2,526万円
（46.8％）

調剤
10億9,680万円
　　（10.9％）

入院外
34億8,142万円
（34.5％）

歯科　
3億2,365万円
　　　（3.2％）

食事療養費　
3億2,111万円（3.2％） 現金給付　8,286万円（0.8％）

訪問看護　6,109万円（0.6％）

合　計
100億9,219万円
（100％）

0 200 400 600 800 1000

0 20億

20年度

40億 60億 80億 100億

84億4,393万円

21年度 82億5,591万円

22年度 92億6,478万円

23年度 98億4,813万円

24年度 100億9,219万円
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12000

0

200000

400000

600000

800000

1000000

20年度

805,257

21年度 22年度 23年度 24年度
0

200,000

400,000

600,000

800,000

（円）
1,000,000

768,278
845,250 880,949

888,632

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

10,500

0

11,000

11,500

（人）
12,000

10,000

10,486
10,746

10,961
11,179

11,357

120億
（円）

医　療　費 被保険者数 １人当たり費用額

後期高齢者医療費の状況

医療機関で
支 払 う
窓 口 負 担

高 齢 者 の
保 険 料
約１割

現役世代の保険料
約４割

公　　費　（税　金）　　　約５割

現在の後期高齢者医療制度では、高齢者の方々にかかった医療費の一部を医療機関の窓口で
負担していただき、それ以外の費用については、上図の割合で負担しています。

後期高齢者医療費の負担のしくみ

１ 割
または
３ 割

阿南市における最近の後期高齢者医療費等の推移

平成24年度

後期高齢者医療
の概況
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歳入 歳出

　
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

決
算
に
お
け
る
歳
入
総
額
は
81
億
９
５
０
５
万
円

（
対
前
年
度
比
１
・
21
％
増
）、
歳
出
総
額
は
81
億
８

９
１
４
万
円
（
対
前
年
度
比
３
・
84
％
増
）
で
収
支

差
引
は
５
９
１
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
前

年
度
繰
越
金
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
２
億

４
８
２
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
期

に
わ
た
る
財
政
の
健
全
な
運
営
の
た
め
の
貯
金
で

あ
る
財
政
調
整
基
金
の
保
有
額
は
６
６
９
４
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
者
が
医
療
機
関
の
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
、
国
民
健
康
保
険
税
、
国
や

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
国
・
県
支
出
金
、
さ
ら
に
は
、

前
期
高
齢
者
や
退
職
被
保
険
者
の
医
療
費
等
に
応

じ
て
被
用
者
保
険
か
ら
交
付
さ
れ
る
前
期
高
齢
者

交
付
金
、
療
養
給
付
費
等
交
付
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
阿
南
市
の
国
民
健
康
保
険
税
（
現
年
度
）

の
収
納
率
は
93
・
４
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
０
・

２
％
増
加
し
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
で
支
え

合
っ
て
成
り
立
つ
制
度
で
あ
り
、
国
民
健
康
保

険
財
政
の
安
定
し
た
運
営
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
完

納
に
つ
い
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　

保
険
年
金
課

（
☎
22
ー
１
１
１
８
）
へ

平成24年度	歳入・歳出の主な割合

①国が支出する負担金や交付金
②医療保険者間の前期高齢者（65歳以上75歳未満）の偏在による不均
衡を是正するため、前期高齢者加入率が全保険者平均を上回るときに
交付される交付金

③納めていただいた国保税
④県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について
費用負担を調整するための交付金

⑤退職者医療制度対象者の医療費等を賄う交付金
⑥一般会計および国民健康保険財政調整基金からの繰入金
⑦県からの支出金　⑧前年度からの繰越金
⑨第三者納付金、人間ドック実費徴収金など

１人当たり総医療費
（療養諸費費用額）
354,022円

（前年度比6,466円増）

１人当たり国保税
（現年度の調定額）
78,493円

（前年度比6,777円増）

被保険者数と世帯数（年度平均）

被保険者数 18,394人　
（前年度比124人減）

世　帯　数 10,546世帯
（前年度比30世帯減）

⑩主に医療費等の支払いに充てる費用
⑪県内市町村の保険財政の安定化を図るために、高額な医療費について
費用負担を調整するための拠出金

⑫後期高齢者医療制度運営のための支援金
⑬介護保険の運営のための納付金
⑭事務費など
⑮人間ドック助成費、特定健診に係る費用など	 	 	
	 	

保険税収納額と保険給付費等の推移

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

32,899 32,932
16,775

82,352

単位：万円

519,730 512,339

139,091

74,345

136,924

100000.000000

116666.666667

133333.333333

150000.000000

166666.666667

183333.333333

200000.000000

25000.000000

120833.335938

216666.671875

312500.007812

408333.343750

504166.679688

介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収入額

★ ★
35,007

25 4

74,908

38,506

81,702

43,486

91,406

539,984 532,601 540,291

132,809
131,525

142,056

★ ★ ★
介護納付金

後期高齢者支援金

保険税収納額

保険給付費

老人保健拠出金

25000

35000

45000

55000

65000

75000

85000

40000.000000

73333.332031

106666.664062

139999.996094

173333.328125

206666.660156

239999.992188

3,384 1,369

平成24年度

国民健康保険事業
特別会計
決算概況

①
国庫支出金

19億7,794万円
（24%）

⑩
保険給付費

54億291万円
 （66%）

⑪
共同事業拠出金
11億3,332万円

（14%）

⑫  後期高齢者支援金等
9億1,406万円（11%）

②
前期高齢者交付金
18億4,750万円

 （22%）
③

国民健康保険税
14億2,056万円

 （17%）

④  
共同事業交付金
10億847万円

 （12%）

⑤  療養給付費等交付金
8億403万円（10%）

⑨  その他　1,741万円（1％） ⑮  その他　2億1,211万円（3％）⑧  繰越金　2億1,073万円（3％） ⑭  総務費　9,188万円（1％）

⑬  介護納付金
4億3,486万円（5％）

⑦  県支出金　
3億9,797万円（5％）
⑥  繰入金　
5億1,044万円（6％）

合　計
81億9,505万円
（100％）

合　計
81億8,914万円
（100％）
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阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

山
口
小
学
校
へ

●
金
20
万
円

桑
野
町　

清
水
光
代
様
か
ら
体

育
学
習
用
備
品
充
実
の
た
め

大
野
幼
稚
園
へ

●
エ
ア
コ
ン
セ
ッ
ト
１
台

那
賀
川
町　

増
田
則
代
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
度

青
年
就
農
給
付
金
事
業

「
経
営
開
始
型
」の
第
２
回
募
集

　

就
農
し
て
か
ら
の
期
間
が
短
く
、

経
営
が
不
安
定
な
時
期
の
青
年
就

農
者
に
対
し
、
最
長
５
年
間
給
付

金
を
支
給
す
る
事
業
へ
の
申
請
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

要
件　
45
歳
未
満
で
独
立
・
自
営

就
農
す
る
方
で
、
自
ら
農
地
の

所
有
権
ま
た
は
利
用
権
を
有
し
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
、
か
つ
農
林
水
産
課
備
え
付
け

の
「
経
営
開
始
計
画
」
に
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
承
認
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　
10
月
25
日
㈮
ま
で

提
出
・
問
い
合
わ
せ
は　
農
林
水

産
課 (

☎
22

－

１
５
９
８)

へ

お
く
り
も
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

男
性
料
理
教
室（
後
期
）

参
加
者
募
集

　

男
女
が
共
に
い
き
い
き
と
生
活

で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
家
庭

か
ら
。
お
互
い
の
仕
事
を
見
直
す

た
め
に
、
ま
ず
は
料
理
か
ら
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
料
理

を
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
も
基
礎

か
ら
学
べ
ま
す
。

日
時　
11
月
19
日
㈫
・
26
日
㈫
・

12
月
３
日
㈫
・
10
日
㈫
・
24
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ

ル
メ
ル
ー
ム

定
員　
20
人

参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
12
月

24
日
㈫
の
み
７
０
０
円
）

※
当
日
集
金

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
21
日
㈪
（
消

印
有
効
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町

ト
ノ
町
12
番
地
３　

男
女
共
同
参

画
室
（
☎
22

－

７
４
０
１
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

て
、
必
死
の
思
い
で
勝
ち
と
っ
た
の
が
、
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
で
し
た
。

　
招
致
委
員
会
理
事
長
と
し
て
、
大
き
な
責
任
を
背

負
い
な
が
ら
の
長
い
道
の
り
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

８
月
中
旬
、
電
話
で
お
話
を
し
、
私
な
り
の
激
励
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
い
つ
も
の
柔
和
な
お

話
し
ぶ
り
に
秘
め
た
自
信
を
感
じ
ま
し
た
。
閉
そ
く

感
漂
う
日
本
社
会
に
久
し
ぶ
り
の
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

と
な
っ
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
大
き
な
立
役
者

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
７
年
後
の
成
功
を
祈
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
今
月
は
11
日
か
ら
13
日
ま
で
の
３
日
間
、

「
第
30
回
日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参
画
〉
２
０

１
３
あ
な
ん
」
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
２
４

０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
阿
南
を
訪
れ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
回
の
大
会
の
特
徴
は
、
男
性
参
加
者
が
全

参
加
者
の
20
％
を
超
え
る
初
め
て
の
大
会
と
な
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
19
日
、
20
日
両
日
に
は
「
第
12
回

全
国
歴
史
の
道
会
議
」
が
夢
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

３
０
０
人
ほ
ど
の
方
々
が
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
ま

す
。

　
全
国
か
ら
阿
南
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
〝
お
客
さ

ま
〟
に
、
い
い
思
い
出
を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
竹
田
さ
ん
と
は
、日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会（
Ｊ

Ｏ
Ｃ
）
会
長
の
竹
田
恒
和
さ
ん
（
65
歳
）
の
こ
と
で

す
。
竹
田
さ
ん
と
は
、
か
れ
こ
れ
20
数
年
の
お
つ
き

あ
い
を
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
出
会
い
は
平
成
３
年
。
私
が
徳
島
県
馬
術
連
盟
会

長
に
な
り
、
日
本
馬
術
連
盟
の
会
で
初
め
て
お
会
い

し
ま
し
た
。
ご
自
身
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
馬
術
競
技
日
本

代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
日
本
の
馬
術
界
の
エ
ー

ス
と
し
て
活
躍
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
、
東
四
国
国
体
で
は
阿
南
市
の
辰
己
が

馬
術
競
技
の
会
場
と
な
り
、
会
場
の
設
営
や
徳
島
県

選
手
団
の
強
化
に
大
変
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
阿
南
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
会
で

も
、ひ
ま
わ
り
会
館
で
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

何
度
か
阿
南
市
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
明
治
天
皇
の
ひ
孫
に
あ
た
り
、「
誠
実
で
穏
や
か

な
お
人
柄
」
は
多
く
の
人
々
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

毎
週
日
曜
日
、「
た
か
じ
ん
の
そ
こ
ま
で
言
っ
て
委

員
会
」
で
ユ
ニ
ー
ク
な
発
言
を
続
け
る
竹
田
恒
泰
さ

ん
は
恒
和
さ
ん
の
長
男
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
竹
田
さ
ん
が
「
人
生
を
懸
け
た
戦
い
」
と
し

～
お
め
で
と
う
!!
竹
田
さ
ん
～
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10
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

年
１
回
は
浄
化
槽
の
水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

法
定
検
査

　

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
場
合

は
、
法
律
に
よ
り
１
年
に
１
回
、

放
流
水
の
水
質
検
査
を
受
検
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
検
査
は
、
徳
島
県
知
事
が
指

定
し
た
機
関
で
あ
る
（
公
社
）
徳

島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
ま
す
の
で
、
通
知
が
あ
っ
た
場

合
は
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

※
浄
化
槽
法
改
正
（
平
成
18
年
２

月
１
日
）
に
よ
り
、
未
受
検
者
に

は
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。保守

点
検

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
２
～
４

カ
月
に
１
回
以
上
実
施
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
守
点
検

を
行
う
た
め
に
は
専
門
的
な
知
識

や
器
具
が
必
要
で
す
の
で
、
県
知

事
に
登
録
し
た
専
門
業
者
に
委
託

し
て
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

清
掃

　

浄
化
槽
の
清
掃
は
１
年
に
１
回

以
上
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
長
が 

許
可
し
た
業
者
に
委
託
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
（
公
社
）
徳
島

県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー 

（
☎
０
８

８

－

６
３
６

－

１
２
３
４
）
ま
た

は
市
環
境
保
全
課
（
☎
22

－

３
４

１
３
）
へ

　10月21日㈪～27日㈰は「行政相談週
間」です。
　市では、行政相談委員が無料で相談に
応じます。
　行政の制度や仕組みが分からないなど、
お気軽にご相談ください。秘密は固く守
られます。

問い合わせは
市民生活課（☎22－1116）へ

行政相談週間
～あなたの声をお聞きかせください～

開催日 時　間 場　所
10月22日㈫  9:30～11:30 羽ノ浦公民館

24日㈭  9:30～11:30 那 賀 川 支 所

25日㈮ 
 9:30～11:30 新 野 公 民 館
13:30～15:30 桑 野 公 民 館

10 月の催し

光のまちステーションプラザ

■展示コーナー　　10:00 ～ 20:00

※初日と最終日は催しによって終了時間が異なります。

○私の陶芸といっしょに　  ８日㈫～20日㈰
○羽尻 利門 展　   22日㈫～11月４日㈪

■体験コーナー

○プリザーブドフラワーでかわいい子犬を作り
ましょう
19日㈯　13:00 ～15:00
【申込締切日】　16日㈬
【定員】　10人　 【持参物】　はさみ

○ドングリを使って阿波おどり竹人形を作ろう
26日㈯　13:00 ～14:30
【申込締切日】　24日㈭
【定員】　10人　 【持参物】　ラジオペンチ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り
を常時開催中！

問い合わせは　阿南光のまちステーションプラザ
　　　　　　　（☎ 24−3141）へ

実施日 受付時間 実施場所

10月２日㈬ 10:00～15:00 ひ ま わ り 会 館

３日㈭ 10:00～15:00 羽 ノ 浦 支 所

４日㈮
10:00～12:00 桑 野 公 民 館

13:00～15:00 新 野 公 民 館

７日㈪　
10:00～12:00 加 茂 谷 公 民 館

13:00～15:00 長 生 公 民 館

８日㈫

11:00～12:00 椿泊漁業協同組合

13:00～14:00 椿 公 民 館

15:00～16:00 福 井 公 民 館

９日㈬ 10:00～15:00 見 能 林 公 民 館

10日㈭ 10:00～15:00 橘 公 民 館

11日㈮ 10:00～15:00 那 賀 川 支 所

11月13日㈬ 10:00～15:00 ひ ま わ り 会 館

問い合わせは　徳島県立工業技術センター
（☎088－669－6369）
または
商工観光労政課（☎22－3290）へ

取引および証明に使用する
「はかり」をお持ちの方は、
計量法に基づく定期検査を
受けてください。

はかりの
定期検査
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任
期
満
了
に
よ
る
阿
南
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
が
11
月
３
日
㈷
に

告
示
さ
れ
11
月
10
日
㈰
（
伊
島
投

票
区
は
９
日
㈯
）
に
投
票
が
行
わ

れ
ま
す
。

投
票
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

（
大
井
・
大
田
井
・
阿
瀬
比
・

新
野
西
・
福
井
上
分
・
蒲
生
田
・

後
・
椿
泊
は
午
後
７
時
ま
で
）

投
票
の
で
き
る
人

　

平
成
５
年
11
月
11
日
以
前
に
生

ま
れ
た
日
本
国
籍
を
持
つ
人
で
、

平
成
25
年
８
月
２
日
以
前
か
ら
阿

南
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
引
き
続

き
阿
南
市
に
住
ん
で
い
る
人
。
た

だ
し
、
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い

る
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　

学
生
で
阿
南
市
外
の
寮
や
ア
パ

ー
ト
な
ど
に
住
ん
で
い
る
人
は
、

住
民
票
が
阿
南
市
に
あ
っ
て
も
原

則
と
し
て
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

転
出
者
お
よ
び
市
内
転
居
者

　

阿
南
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
載

さ
れ
て
い
る
人
で
も
、
他
の
市
町

村
へ
転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま

せ
ん
。

市
内
転
居
者

・
10
月
24
日
㈭
ま
で
に
転
居
届
を

出
し
た
人
は
、
新
住
所
地
の
投
票

所
へ
。

・
10
月
25
日
㈮
以
降
に
転
居
届
を

出
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票

所
へ
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
か
戦
傷
病
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
障
が
い

の
あ
る
方（
別
表
○
印
の
該
当
者
）

や
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
の
要

介
護
状
態
が
「
要
介
護
５
」
の
方

は
、「
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
」

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
あ
ら
か
じ
め
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
手
帳

等・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
（
☎
22

－

３
７
９
１
）

へ

11
月
10
日
㈰
は
、阿
南
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日

〔別表〕

身
体
障
害
者
手
帳

障　害　名
障がいの程度

1 級 ２級 ３級

両下肢、体幹、
移動機能の障害 ○ ○

心臓、腎臓、呼吸器
膀胱、直腸、
小腸機能障害

○ ― ○

免疫機能障害 ○ ○ ○

肝臓機能障害 ○ ○ ○

◆戦傷病者手帳をお持ちの方
　（特別項症～第３項症）
◆要介護状態区分が要介護５に該当する方

徳
島
駅
伝
出
場
選
手
選
考
会

の
開
催

対
象　
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

の
方
（
男
女
は
問
い
ま
せ
ん
）

日
程　
10
月
10
日
㈭
～
11
月
24
日

㈰
ま
で
の
毎
週
木
・
土
・
日
曜
日

練
習
時
間　
木
曜
日
は
午
後
６
時
、

土
曜
日
は
午
後
３
時
、
日
曜
日
は

午
前
10
時
か
ら
２
時
間
程
度

場
所　
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

（
木
曜
日
は
東
部
公
園
）

内
容　
イ
ン
タ
ー
バ
ル
走
や
タ
イ

ム
ト
ラ
イ
ア
ル
な
ど
、
練
習
会
方

式
の
選
考
会
に
よ
り
阿
南
市
代
表

選
手
の
選
考
を
行
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　

ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
22

－

３
３
９

４
）
へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

振
り
込
め
詐
欺
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

　

振
り
込
め
詐
欺
に
類
似
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
金
融
商
品
の
取
引

を
か
た
っ
た
詐
欺
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
価
値

の
な
い
有
価
証
券
や
外
国
通
貨
に

つ
い
て
、
電
話
や
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
よ
っ
て
、「
さ
も
も
う

か
る
か
の
よ
う
に
」
う
そ
の
情
報

で
、
有
価
証
券
や
外
国
通
貨
購
入

代
金
と
し
て
お
金
を
振
り
込
ま
せ

る
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

う
ま
い
話
に
は
裏
が
あ
る
!!

　

く
れ
ぐ
れ
も
だ
ま
さ
れ
な
い
よ

う
、
不
審
に
思
っ
た
ら
一
人
で
考

え
ず
、
家
族
や
警
察
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

あぶない !こんなに事故が
交 通
事 故

件 数
死 者
負 傷 者

232件（1,813）
2人（	 	 6）
18人（262）

救 急 件 数
搬送人員

277件（2,275）
263人（2,168）

火 災
件 数
損 害 額

6件（	 21）
1,463千円

（33,654千円）
●阿南署管内平成25年８月分合計
　カッコ内は１月からの累計

○第３回西日本あかつき野球大会
　5日㈯　10:00～、6日㈰　9:00～

○第２回ドリームカップ四国大会
　19日㈯　10:00～

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
JAアグリあなんスタジアム

10月の日程
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犬
猫
の
避
妊
・
去
勢
手
術
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
飼
い
犬
・
飼
い
猫
（
犬
は

登
録
済
で
、
今
年
度
の
狂
犬
病
予

防
注
射
を
実
施
済
で
あ
る
こ
と
）

の
避
妊
・
去
勢
手
術
を
、
11
月
15

日
㈮
か
ら
平
成
26
年
１
月
20
日
㈪

ま
で
の
間
に
予
定
し
て
い
る
市
民

の
方

※
前
記
の
期
間
外
に
手
術
を
受
け

る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。

助
成
額　
１
頭
に
つ
き
５
千
円

助
成
予
定
数　
犬
猫
合
計
50
頭

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法　
官
製
往
復
は
が
き
に

①
犬
・
猫
の
別
、
名
前
、
年
齢
、

性
別
、
毛
色
②
犬
の
場
合
は
、
登

録
番
号
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
番
号
③
飼
い
主
の
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
④
返
信
用
は
が
き

の
宛
名
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
結
果
は
返

信
用
は
が
き
で
ご
連
絡
し
ま
す
。

〒
７
７
０

－

８
０
０
７　

徳
島
市

新
浜
本
町
２
丁
目
３
番
６
号　

公

益
社
団
法
人
徳
島
県
獣
医
師
会　

申
込
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
31
日

㈭
（
必
着
）

助
成
方
法　
当
選
は
が
き
を
受
け

取
っ
た
方
は
、
県
内
の
動
物
病
院

に
事
前
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

は
が
き
を
提
示
し
、
手
術
料
か
ら

５
千
円
を
差
し
引
い
た
額
で
手
術

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
ま
た
は
公

益
社
団
法
人
徳
島
県
獣
医
師
会

（
☎
０
８
８

－
６
６
３

－

６
６
０

７
）
へ

犬
猫
の
避
妊・去
勢
手
術
費
用
の
助
成

往信

郵   便   は   が   き

7 7 0 8 00 7

徳
島
市
新
浜
本
町
二
丁
目
３
番
６
号

公
益
社
団
法
人 

徳
島
県
獣
医
師
会 

行

官製往復はがき（表面）

返信

郵   便   は   が   き

申
込
者
の

 　
住　
　
所

 　
氏　
　
名

官製往復はがき（裏面）

避妊・去勢手術助成申込書
犬・猫の別　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　　　
年齢　　　　　　　　　　　　　
性別　　　　　　　　　　　　　
毛色
（犬の場合）
犬の登録番号
　平成 23年度　第　　　　　号
狂犬病予防注射済票番号
　平成 25年度　第　　　　　号

申込者　住所
　　　　氏名（フリガナ）
　　　　電話番号

【記載例】

　
障
害
基
礎
年
金
は
ど
の

よ
う
な
と
き
に
受
け
ら
れ

ま
す
か
。　

国
民
年
金
の
加
入
中
等

に
初
診
日
（
初
め
て
医
師

の
診
断
を
受
け
た
日
）
が
あ
る
病

気
や
け
が
な
ど
で
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
、障
害
認
定
日（
初

診
日
か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し

た
日
ま
た
は
そ
の
期
間
内
に
症
状

が
固
定
し
た
日
）
に
お
い
て
、
障

害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該

当
し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お

い
て
、
初
診
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の

う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免

除
・
猶
予
期
間
を
含
む
）
が
３
分

の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。（
初

診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前

に
あ
る
と
き
は
、
特
例
と
し
て
初

診
日
の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
け
れ

ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。）

　
な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ

る
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
障
が
い

の
状
態
に
な
っ
た
方
は
、
障
害
等

級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す

れ
ば
20
歳
か
ら
（
障
害
認
定
日
が

20
歳
以
後
の
場
合
は
、
障
害
認
定

日
か
ら
）
受
給
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
　
保
険
年
金
課

（
☎
22
ー
１
１
１
８
）
へ

ＱＡ 年
金
相
談

&
Q

A

ＦＭ徳島パーソナリティーの近藤公美さんが、阿南市民の横顔を紹介！
ラジオを聞いてリスナープレゼントをGETしよう！

10 月のゲスト（予定）
  3日　日本女性会議〈男女共同参画〉2013あなん実行委員長　渡辺純子さん
10日　アサギマダラ愛好家　撫中義美さん
17日　那賀川野菊の里　代表　新居義治さん
24日　阿南風景百選 秋の風景部門 大賞受賞者　勝瀬　彪さん
31日　ナカちゃんを語り継ぐ会　会長　吉岡真里さん
問い合わせは　商工観光労政課（☎22−3290）へ

毎週木曜日　16:30 ～ 16:50

ＦＭ徳島　阿南市ＰＲ番組

GO!GO! 阿南市わくわくラジオ

開催期間　11月１日㈮～30日㈯

　“まちゼミ”とは、お店の店主・スタッフが講師となり、

美容・健康・料理など、プロならではの専門知識や技術・こ

つを無料で教えてくれる少人数制のミニ講座です。販売行為

や勧誘は一切ありませんので安心して参加できます。好奇心

の追求や普段悩んでいたことの解決、新しい仲間との出会い

の場としてご活用ください。地域商業の魅力を知る良い機会

ですので、ぜひ受講してください。

※くわしくは、10月中旬にチラシを新聞折込いたします。

　チラシは、公民館や図書館にも備え付けます。

　申込みは、チラシの中の各店までどうぞ！

問い合わせは　阿南商工会議所（☎22ー2301）へ

お店の人が教えてくれる！
徳島県初！“得する街のゼミナール”開催

受講者募集

15　広報あ な ん 2013.10



55th
阿
南
市
子
ど
も
議
会

～
み
ん
な
で
創
る 

大
好
き
ふ
る
さ
と 

阿
南
市
～

特 集

広報あ な ん 2013.10　16



　

８
月
20
日
、
市
制
施
行
55
周
年
を
記
念
し

て
、
市
内
の
小
学
６
年
生
に
よ
る
「
阿
南
市

子
ど
も
議
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
議
会
は
、
議
会
の
重
要
性
や
し
く

み
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
へ
の
関
心
を
持
っ
て

も
ら
お
う
と
、
14
年
ぶ
り
に
開
か
れ
ま
し
た
。

各
小
学
校
の
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
た
22
人

の
子
ど
も
議
員
は
、
４
班
に
わ
か
れ
て
市
議

会
本
会
議
場
で
、
日
頃
の
学
習
な
ど
を
通
じ

て
関
心
を
持
っ
て
い
る
市
の
課
題
や
疑
問
点

な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
て
議
場
に
足
を
踏
み
入
れ
た
子
ど

も
た
ち
は
、
そ
の
独
特
の
雰
囲
気
に
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
で
し
た
が
、
藤
本
世
音
議
長

（
長
生
小
）
の
開
会
宣
告
で
一
般
質
問
が
始

ま
る
と
、
子
ど
も
議
員
は
堂
々
と
登
壇
し
、

大
人
顔
負
け
の
質
問
を
行
い
、
そ
れ
に
対
す

る
答
弁
に
つ
い
て
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
熱
心

に
耳
を
傾
け
、
本
会
議

さ
な
が
ら
の
議
事
進
行

と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

「
み
ん
な
で
創
る
大
好
き
ふ

る
さ
と
阿
南
市
～
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
を
め
ざ

す
決
議
～
」
の
提
案
理
由
を
湯
浅　

明
議
員

（
福
井
小
）
が
発
表
し
、
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
建
設
中
の
新
ご
み
処
理

施
設
「
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
」
や
「
Ｊ
Ａ
ア
グ

リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
」
の
視
察
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

子ども議員バッジ

議員名簿

議長　藤本世音 議員（長生小）

１班　湯浅美咲 議員（吉井小）
　　　神野　悠 議員（伊島小）
　　　藤目桃花 議員（椿泊小）
　　　木本優香 議員（椿小）
　　　加林優奈 議員（羽ノ浦小）

２班　藤田謙太郎ケビン 議員（中野島小）
　　　鎌田珠希 議員（桑野小）
　　　馬見恵理子 議員（新野小）
　　　笹井裕太 議員（新野東小）
　　　後藤高志 議員（今津小）

３班　竹内隆太郎 議員（富岡小）
　　　井利元美伶那 議員（津乃峰小）
　　　鈴江花菜 議員（山口小）
　　　田村一輝 議員（平島小）
　　　𠮷田千鶴 議員（岩脇小）

４班　東條留奈 議員（横見小）
　　　森本梢楽 議員（宝田小）
　　　大前理咲子 議員（大野小）
　　　小川ゆめ 議員（見能林小）
　　　青木琴菜 議員（橘小）

議案提案者
　　　湯浅　明 議員（福井小）

　

答
弁
の
内
容
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
新
着
情
報
」
に
、
子
ど
も
議
会
を
終
え
て

の
感
想
は
「
広
報
編
集
長
の
小
窓
」
に
そ
れ

ぞ
れ
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。



３班「安全なまちづくり」
○阿南市には、南海地震で津波が発生した際に、避難する場

所がどれぐらいあり、その避難場所が使用しやすいかどう
か教えてください。（竹内議員）

○南海地震と直後の津波から皆の尊い命を守るために、市は
どのような施策に取り組んでいますか。（井利元議員）

○小学校にできた防災倉庫には、簡易トイレやライト、毛布
などが置いてありますが、水や保存食はありません。これ
から入るのでしょうか。（鈴江議員）

○水難事故や交通事故のない安全な町にするために、市では
どのような対策をとっていますか。（田村議員）

○羽ノ浦町の備蓄場所は２カ所しかなく、その量は人口の４
パーセント程度です。災害への備えについて、今後どのよ
うに進めていけばよいか、教えてください。（𠮷田議員）

４班「こんな町に住みたい」
○市では、自然保護のためにどのような取組をしていますか。
また、公園を増やしてほしいし、道路の整備も進めてほし
いです。（東條議員）
○那賀川河川敷のクローバーが全部刈られていたことや、中
浦緑地のどんぐりの木がたくさん切られていたことについ
て、何か理由がありますか。（森本議員）
○どうすれば津波の被害を最小限に抑えられますか。みんな
が早く逃げられる高台が必要だと思います。（大前議員）
○私が理想とする「ごみがないきれいな町」にするために、
市では、どのような取組をしていますか。（小川議員）
○子どもからお年寄りまで安心して過ごせる児童館のような
交流の場をもっと増やしてほしいです。橘保育所の跡地の
利用計画を教えてください。（青木議員）

語
り
か
け
る
よ
う
に

答
弁
す
る
新
居
教
育
長

議
案
の
提
案
理
由
を

発
表
す
る
湯
浅
明
議
員

議場での立ち振る舞いを学んだ子ども議員

各自が製作した氏名標

厳しい質問に思わず苦笑い

休息時間にひと息つくようす 最後にみんなで記念撮影。お疲れ様でした。

16:00
閉会

ただいまから、阿南市子ども議会
市制55周年特別議会を開会いたします。
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１班「環境のこと」
○家庭ごみを減らすために、市が先にごみを引き取ったり、
勝浦町のように細かく分別したりして、再利用する方法を
考えてみてはどうでしょうか。（湯浅美議員）

○市では、豊かな自然や環境を守るために、どのような取組
や活動を行っていますか。（神野議員）
○市では、海の環境を守るためにどのような取組をしていま
すか。私たちにもできることがあれば、教えてください。
　（藤目議員）
○中学生になったらアカウミガメの保護活動に取り組みたい
と思っています。KITT 賞賛推進会議の活動を分かりやす
く説明してください。（木本議員）
○市では、地球温暖化を進行させる二酸化炭素の排出量を減
らすために、どのような取組をしていますか。（加林議員）

２班「明るい学校づくり」
○休み時間に運動場で元気に遊ぶことが明るい学校づくりの
一つの方法だと思います。そのためにも、遊具等の数を増
やしてもらえませんか。（藤田議員）
○大阪大学や阿南高専との連携で、私たち小学生も参加でき
る取組はありませんか。（鎌田議員）
○児童の心を豊かにするためには読書が有効です。小学校に
対する読書活動推進のための予算措置や具体的な取組を教
えてください。（馬見議員）
○地域の方と学習したり相談したりできるコミュニティーセ
ンターがほしいです。計画はありますか。（笹井議員）
○ＪＡアグリあなんスタジアムの近くに陸上競技場が出来る
と聞いたのですが、いつ出来るのですか。また、本当に出
来るのか、疑問です。（後藤議員）

建設中の新ごみ処理施設
「エコパーク阿南」
の説明を受ける

続
い
て

県
南
部
健
康
運
動
公
園
へ

市
役
所
に
帰
庁

昼
食
後
、

リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
う

市内施設の視察。まずは橘町小勝へGO！ JAアグリあなんスタジアムを視察

各自が製作した氏名標

「リラックスして質問してください」と
あいさつする岩浅市長

13:30
開会

12:309:40

10:409:15
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もしもわたしが

市議会議員 だったら

こんなまちづくりを提案します。

子ども議員
22人に
聞きました
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地
域
医
療
に
係
る
取
組

　

今
日
に
お
け
る
地
方
の
医
療
は
、
病
院
の

閉
鎖
や
診
療
体
制
の
縮
小
、
救
急
患
者
の
受

け
入
れ
不
能
な
ど
、
医
師
不
足
を
原
因
と
し

た
地
域
医
療
の
崩
壊
が
全
国
的
に
大
き
な
問

題
と
な
り
、
地
域
で
必
要
な
医
療
が
受
け
ら

れ
な
い
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
は
、
本
市
に
お
い
て
も
例

外
で
な
く
、
平
成
21
年
３
月
に
は
、
市
内
で

分
娩
を
扱
う
医
療
機
関
が
阿
南
共
栄
病
院
の

み
と
な
っ
た
ほ
か
、
阿
南
医
師
会
中
央
病
院

で
は
医
師
数
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
21
年
４

月
か
ら
夜
間
に
お
け
る
二
次
救
急
診
療
体
制

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
医
療
、
特
に
救
急
医
療

が
大
き
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
今
、
医
療

を
提
供
す
る
側
だ
け
で
な
く
、
受
け
る
側
で

あ
る
市
民
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
行
政
が
相
互

に
協
力
し
、
地
域
全
体
で
地
域
の
医
療
を
支

え
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
係
る
諸
課
題
に
つ
き
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
阿
南
医
師
会
中
央
病
院
、
阿

南
共
栄
病
院
お
よ
び
阿
南
市
の
３
者
で
構
成

す
る
「
阿
南
市
の
地
域
医
療
を
考
え
る
会
」

に
お
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
新
た
に
地
域
の
医
療
資
源
の
集
約
化
に

よ
る
効
率
的
な
医
療
提
供
体
制
の
確
立
を
図

り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
内
の
各
種
団
体
お
よ
び
関
係
機

関
を
中
心
と
し
た
「
阿
南
市
地
域
医
療
確
立

対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
本
市
の
医
療
の

強
化
・
充
実
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

日
本
女
性
会
議
〈
男
女
共
同
参

画
〉
２
０
１
３
あ
な
ん

　
「
い
き
い
き
わ
く
わ
く
小
さ
な
ま
ち
か

ら
新
た
な
る
ス
テ
ー
ジ
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
阿
南
市
独
自
の
取
組
と
し
て
、
市

民
・
企
業
・
行
政
の
協
働
と
連
携
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
結

集
し
て
準
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
多
く
の
方
々
か

ら
非
常
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、

総
数
３
０
０
人
を
超
え
る
な
か
で
、
多
く
の

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
、
ま
た
、
懸
念
し
て

い
ま
し
た
大
会
へ
の
参
加
者
に
つ
き
ま
し
て

も
、
全
国
各
地
か
ら
約
２
４
０
０
人
の
申
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
全
国
か
ら
の
参
加
者
に
、「
四

国
の
小
さ
な
ま
ち
が
素
晴
ら
し
い
大
会
を
や

り
遂
げ
た
」
と
い
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

意
を
用
い
て
ま
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
は
わ
ず
か
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
大
会
が
本
市
の
男
女
共
同
参
画
社
会
形

成
に
向
け
て
の
大
き
な
一
歩
と
な
る
よ
う
万

全
を
期
し
て
、
10
月
11
日
の
開
会
日
を
迎
え

た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

第
12
回
全
国
歴
史
の
道
会
議	

徳
島
県
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

本
大
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

「
歴
史
の
道
保
存
事
業
」
に
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
の
史
跡
や
、
文
化
財
の
保
護
と
活
用

を
援
助
す
る
と
と
も
に
、
広
く
住
民
に
公
開

し
、「
歴
史
の
道
」
の
み
な
ら
ず
、
文
化
財

の
保
護
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
四
国
で

初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
す
徳
島
県
大
会
で

は
、
遍
路
道
を
核
と
し
た
地
域
の
人
々
の
絆

と
連
携
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

19
日
は
、
夢
ホ
ー
ル
に
お
い
て
午
後
１
時

か
ら
、「
歴
史
の
道
の
可
能
性
」
に
つ
い
て

の
基
調
講
演
や
記
念
講
演
、
ま
た
、
報
告
事

例
で
は
、「
加
茂
谷
へ
ん
ろ
道
の
会
」
の
横

井
代
表
が「
遍
路
道
の
清
掃
活
動
と
お
接
待
」

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、「
阿
波
遍
路

道
」
に
か
か
わ
る
人
々
の
熱
い
思
い
が
語
ら

れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

翌
日
に
は
、〝
歴
史
の
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〟

を
「
阿
南
コ
ー
ス
」
と
「
勝
浦
コ
ー
ス
」
で

開
催
し
、「
阿
南
コ
ー
ス
」
で
は
、
地
元
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

竹
林
と
杉
林
の
中
に
丁
石
と
石
室
が
点
在
す

る
約
４
・
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
「
か
も
道
」

を
歩
き
、
遍
路
道
の
歴
史
や
魅
力
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
最
終
地
点
の
太

龍
寺
で
は
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
守
り
継
が

れ
た
「
お
接
待
」
な
ど
独
自
の
文
化
に
も
触

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
大
会
は
、
古
道
の
景
観
を
今
も
色
濃
く

残
し
た
、
四
国
を
代
表
す
る
「
歴
史
の
道
」

を
た
ど
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
々
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

９
月
定
例
市
議
会 

市
長
所
信

　
９
月
議
会
が
９
月
６
日
か
ら
25
日
ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
日
に
は
、
議
案
審
議
に
先
立
ち
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ
き
ま
し
て
、

市
長
よ
り
所
信
が
表
明
さ
れ
ま
す
。

　
今
議
会
で
表
明
さ
れ
た
主
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し
て
要
旨
部

分
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全
文
を
ご

覧
に
な
り
た
い
方
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
後
日
作
成
さ
れ
ま
す
市
議
会

会
議
録
は
市
立
図
書
館
等
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
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中
心
市
街
地
活
性
化

広
場
公
園
整
備
事
業

　

本
事
業
は
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出
と
憩
い
の
場
と
し
て
の
活
用
を
目
的
に
、

公
園
・
緑
地
の
整
備
を
進
め
る
も
の
で
、
昨

年
度
か
ら
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に
よ

り
、「
牛
岐
城
趾
公
園
東
口
広
場
」「
富
岡
あ

石
公
園
」「
富
岡
西
公
園
」
の
３
カ
所
で
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
牛
岐
城
趾
公
園
東
口
広
場
」
は
、
新
庁

舎
お
よ
び
公
園
周
辺
の
景
観
改
良
を
図
る
と

と
も
に
、
富
岡
商
店
街
へ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

広
場
と
し
て
、
光
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
四あ
ず

阿ま
や

、

ベ
ン
チ
等
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
公

園
整
備
に
は
、
日
亜
化
学
工
業
株
式
会
社
か

ら
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
今

年
度
か
ら
用
地
交
渉
に
着
手
し
、
平
成
27
年

度
末
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
富
岡
あ
石
公
園
」
は
、
ご
寄
付
い
た
だ

い
た
清
原
産
婦
人
科
病
院
跡
地
に
、
光
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
人
工
芝
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
設

置
し
、
周
辺
住
民
の
方
々
の
憩
い
の
場
と
し

て
整
備
す
る
も
の
で
、
今
年
度
末
に
は
完
成

の
予
定
で
す
。

　
「
富
岡
西
公
園
」
に
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
や
ト
イ
レ
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
隣
接
す
る
浜
の
浦

緑
地
と
の
一
体
的
な
利
用
が
可
能
と
な
り
、

ま
た
、
堤
防
沿
い
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
飾
さ
れ
た
桜

並
木
と
調
和
す
る
光
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
も
設

置
す
る
計
画
で
、
完
成
は
平
成
26
年
度
末
の

予
定
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
公
園
が
、
親
子
連
れ
や
買
い
物

客
を
は
じ
め
、
大
勢
の
人
々
の
憩
い
の
場
、

交
流
の
場
と
な
る
こ
と
で
、
地
域
の
に
ぎ
わ

い
を
取
り
戻
す
た
め
の
〝
呼
び
水
〟
に
な
れ

ば
と
願
う
も
の
で
す
。

新
ご
み
処
理
施
設

「
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
」の
本
体
工

事
お
よ
び
付
属
施
設

　

新
ご
み
処
理
施
設
「
エ
コ
パ
ー
ク
阿
南
」

の
本
体
工
事
お
よ
び
付
属
施
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、
最
終
仕
上
げ
段
階
ま
で
順
調
に
進
捗

し
て
ま
い
り
、
９
月
末
に
は
完
了
の
予
定
で

す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
が
、
10
月
31

日
に
「
火
入
れ
式
」
を
執
り
行
い
、
11
月
か

ら
可
燃
ご
み
、
12
月
か
ら
は
市
の
ご
み
収
集

車
に
よ
る
資
源
ご
み
を
受
け
入
れ
し
、
試
運

転
を
開
始
す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、「
阿
南
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
」
で
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
随
時
、
広

報
等
で
周
知
し
、
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
な
く
、
円
滑
に
業
務
移
行
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
植
栽
等
の
外
構
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
来
年
２
月
の
完
成
を
め
ざ
し
て
お
り
、

４
月
か
ら
の
運
転
開
始
に
向
け
万
全
の
体
制

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
阿
南
市
家
庭
ご
み　
　
　

分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
作
成

　

現
在
、
家
庭
ご
み
の
分
別
区
分
に
関
す
る

情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
広
報
あ
な
ん
」

へ
の
折
り
込
み
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で　
　

お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
生
活

様
式
が
変
化
す
る
な
か
、
発
生
す
る
ご
み
の

種
類
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
市
民
の

方
々
か
ら
は
、
細
か
い
分
別
や
種
別
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
ご
み
の
出
し
方
の

ポ
イ
ン
ト
や
分
別
区
分
な
ど
に
つ
い
て
、
よ

り
分
か
り
や
す
く
、詳
細
に
示
し
た
Ａ
４
版
・

カ
ラ
ー
印
刷
72
ペ
ー
ジ
の
「
阿
南
市
家
庭
ご

み
分
別
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
し
、「
エ

コ
パ
ー
ク
阿
南
」
の
試
運
転
に
合
わ
せ
て
11

月
上
旬
に
全
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、こ
の「
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
活
用
さ
れ
ま
し
て
、
正
し
い
分
別
の

実
践
と
※
３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
に
よ
る

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
循
環
型
社
会
の
形
成
を
推
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
国
直
轄
事
業　
　

（
道
路
関
係
事
業
）

　

一
般
国
道
55
号
阿
南
道
路
の
那
賀
川
町
中

島
か
ら
西
路
見
町
ま
で
の
全
長
２
・
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
区
間
に
お
き
ま
し
て
は
、
辰
巳
ラ

ン
プ
を
先
頭
に
、
朝
夕
の
通
勤
時
に
交
通
渋

滞
が
発
生
し
て
お
り
、
消
防
車
等
の
緊
急
車

両
も
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
平
成
24
年
度
の
補
正
予

算
に
よ
っ
て
４
車
線
化
に
向
け
た
事
業
に
着

手
し
、
本
年
度
予
算
で
は
一
般
国
道
55
号
阿

南
道
路
全
体
で
約
５
億
円
が
配
分
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
年
度
の
工
事
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

那
賀
川
左
岸
側
の
中
島
地
区
で
は
、
中
島
オ

フ
ラ
ン
プ
橋
の
下
部
工
の
補
強
お
よ
び
上
部

工
、
中
島
高
架
橋
の
下
部
工
・
上
部
工
の
一

部
や
地
盤
改
良
工
事
等
を
予
定
し
、
ま
た
、

桑
野
川
右
岸
側
の
原
ケ
崎
地
区
に
お
い
て
も

原
ケ
崎
高
架
橋
の
橋
台
、
橋
脚
お
よ
び
擁
壁

工
事
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
先
般
、
本
格
的
な
工
事
着
手
に
向

け
て
、
工
事
の
工
程
や
施
工
方
法
等
に
つ
い

て
、
地
元
関
係
者
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
得

る
た
め
の
工
事
説
明
会
を
各
地
区
で
行
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
国
に
対
し
ま
し
て
積

極
的
に
要
望
活
動
等
を
行
う
な
ど
、
４
車
線

化
が
一
日
も
早
く
実
現
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
３
Ｒ
と
は
、Reduce

（
リ
デ
ュ
ー
ス
）、

Reuse

（
リ
ユ
ー
ス
）、Recycle

（
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
3
つ
の
英
語
の
頭
文
字
を
表
し
て
い
ま
す
。
リ

デ
ュ
ー
ス
は
、
使
用
済
み
に
な
っ
た
も
の
が
、
な

る
べ
く
ご
み
と
し
て
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
る
よ
う
に
、
も
の
を
製
造
・
加
工
・
販
売
す
る

こ
と
。
リ
ユ
ー
ス
は
、
使
用
済
み
に
な
っ
て
も
、

そ
の
中
で
も
う
一
度
使
え
る
も
の
は
ご
み
と
し
て

廃
棄
し
な
い
で
再
使
用
す
る
こ
と
。
リ
サ
イ
ク
ル

は
、
再
使
用
が
で
き
ず
に
ま
た
は
再
使
用
さ
れ
た

後
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
も
、
再
生
資
源
と
し
て

再
生
利
用
す
る
こ
と
で
す
。
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ニュースオアシス

震災体験を生の声で聞く
児童・生徒も参加して防災教育研修 加茂谷中学生が被災地の今を伝える

阿南市で初めての登録
太龍寺本堂などが国の有形文化財に

不思議がいっぱい！夢いっぱい！
宇宙の日記念講演会

　８月28日、阿南市立幼稚園、小・中学校による合同
防災教育夏季研修会が行われ、中学生20人を含む56人
が神戸市の「人と防災未来センター」を訪れました。
参加者は、語り部ボランティアの東田せつ子さんから阪
神・淡路大震災の被災体験を直接聞いたり、音と映像に
よる地震の疑似体験や防災・減災の展示コーナーなどを
見学したりして、震災に対する理解を深めました。
　受講した松江春奈さん（那賀川中３年）は、「自分た
ちも何かの役に立てるように努力したいです。」と、防災・
減災への思いを高めていました。
　同研修会は東日本大震災を機に取り組んでいます。生
徒が参加して行われたのは今回が初めてです。

　８月22日から４日間、東日本大震災で津波被害を受
けた宮城県を訪問した加茂谷中学校の生徒４人が、被災
地の現状を伝えようと、同校の文化祭で報告を行いまし
た。加茂谷鯉祭り実行委員会の呼びかけに参加した３年
生の谷　悠さん、近藤千晶さん、佐竹慶祐さん、山本祐
美加さんと、パソコン編集を手伝った日下　泉さんが登
壇し、「『まげねっちゃ』の心に学んだこと」と題して、
石巻市、女川町、南三陸町の今を伝えました。近藤さんは、
女川中学校で復興への願いを込めた俳句づくりに取り組
んでいることや、地震発生時に校内放送が使えない体験
から、抜き打ちで避難訓練を行っていることなどを紹介
し、「私たちも見習うことが多い」と訴えました。報告
会には生徒や保護者など約100人が詰めかけ、熱心に耳
を傾けていました。

　６月21日に四国霊場第21番札所・太龍寺の本堂を含
む９つの建築物等が、国の有形文化財に登録されたこと
を受け、９月12日、太龍寺で登録プレートの伝達式が
行われました。
　今回登録されたのは、本堂、大師堂、御影堂、護摩堂、
多宝塔、六角経蔵、本坊の７棟の建築物と、仁王門、鐘
楼門で、「国土の歴史的景観に寄与している」と評価さ
れました。伝達式で、県の職員から真ちゅう製のプレー
トを受け取った太龍寺住職の島村泰人さんは、「立派な
ものをいただきました。寺を訪れるたくさんのお遍路さ
んに見てもらえる場所に飾りたいです。」と話していま
した。
　建築物等が国の有形文化財に登録されるのは、徳島県
内では101～109例目で、阿南市では初めてです。

　９月12日は宇宙の日。それにちなみ、科学センター
では９月14日、宇宙航空研究開発機構（JAXA）から
講師として舟木政信さんを迎えて「宇宙の日特別講演会」
を開催し、約50人が参加しました。演題は「宇宙への
旅～地球を飛び出そう～」。舟木さんは太陽系の惑星や
宇宙人の存在の有無、また宇宙飛行士の宇宙での生活な
どについて説明しました。最後には宇宙クイズが行われ、
参加者たちは難問の数々に頭をひねっていました。また、
「宇宙は何年前に出来たのか」「宇宙飛行士になるために
必要なものは」などたくさんの質問が出されました。参
加した尾川大樹さん（横見小４年）は「前より宇宙のこ
とがわかった気がします。ほかの星にも生物がいたらい
いな。」と夢を膨らませていました。
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過去最多！６組のカップルが誕生
潮騒をBGMに恋の花咲かせる 徳島駐屯地で「那賀川夏まつり」を開催

徳島阿南シティホープ主将　柏原龍真さん
野球の世界大会でチームの勝利に貢献

災害時にはケーブルテレビで
市の緊急情報が得られるように

　官民でつくる婚活支援組織「阿南 de愛隊」による恋
活パーティー「恋活 in 北の脇」が８月25日、北の脇海
岸で開催され、20歳代の独身男女23人が参加しました。
潮騒をBGMにバーベキューやキャンプファイアを楽し
んだ後、海の家に移動してすいか割りなどで交流を深め
ました。開放感たっぷりの雰囲気に参加者の会話も弾み、
過去最多の６組のカップルが誕生しました。北の脇海水
浴場組合長の玉井　操さんは、「いい思い出になったの
では。これからもたくさんカップルが誕生して、『海の家』
が “恋人の聖地 ”と呼ばれるようになってほしいです。」
と、目を細めていました。
　イベントには、市内のアマチュアバンドの皆さんも駆
けつけ、大いに盛り上げていただきました。

　30回の節目を迎えた「那賀川夏まつり」が、８月25日、
陸上自衛隊徳島駐屯地で開催されました。
　会場には、特設プールや模擬店が設置されたほか、自
衛隊の装備品展示なども行われ、訪れた親子連れは水遊
びをしたり写真を撮ったりしていました。また、芝生広
場では水鉄砲大会が行われ、10チームが参加して行わ
れた小学生の部では千代チーム（小松島市）が優勝。中
学生チームと自衛隊員との対戦も行われました。
　主催した那賀川町商工会青年部長の瀧口　誠さん（34
歳）は、「自衛隊施設を使わせてもらうことで芝生の上
で遊べるようになり、企画もしやすくなりました。子ど
もたちが喜んでいる姿をみると本当にうれしいです。」
と話していました。	

　８月17日～19日に岡山県倉敷市で開催された中学生
硬式野球の世界大会である「第６回倉敷国際少年野球大
会」に、阿南市から柏原龍真さん（那賀川中３年・徳島
阿南シティホープ所属）が、四国・九州・沖縄選抜とし
て出場しました。同大会には国内外から合わせて17チー
ムが参加。柏原さんは予選リーグで岡山選抜（２チーム）
や韓国と対戦し、結果は１勝２敗。投手、外野手として
チームの勝利に貢献しました。
　「出場が決まったときはうれしかった。」と大会を振り
返る柏原さんは、「今回の選抜選出は世界のレベルの高
さを実感するいい経験になりました。これからさらに努
力を重ね、高校での甲子園優勝という夢に向かって頑張
りたい。」と意気込んでいました。

　本市は、株式会社ケーブルテレビあなん、徳島県南メ
ディアネットワーク株式会社の地元ケーブルテレビ２社
と、「緊急放送に関する協定」を締結しました。
　これにより市のデジタル防災行政無線システムとケー
ブルテレビシステムとを連動し、災害が発生または発生
する恐れのある場合、音声および文字で緊急放送ができ
るようになりました。緊急放送は「国民保護関係情報（弾
道ミサイル攻撃等）の発表」、「緊急地震速報の発表」、「大
津波警報、津波警報、津波注意報の発表」、「震度４以上
の地震の発生」、「避難勧告、避難指示の発表」の場合な
どに放送されます。災害発生などの緊急時に、防災行政
無線の放送と同様の内容が画面上でも確認できますので、
ぜひご活用ください。
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あなんカルチャー

■	宝くじ文化公演
「映画音楽とオペラアリアへの誘い」

～遠tone音コンサート～
　遥かなる大地　北海道の原風景

日時　10月24日㈭　19:00開演　
場所　コスモホール（情報文化センター）
出演　遠 tone 音（三塚幸彦、小野美穂子、曽山

良一）、内田道子
曲目　「北飛行」「石狩川」「道」ほか
入場料　一般2,000円、学生1,000円、

高校生以下は無料（全席自由）
※当日券は 500 円増し

チケット販売　情報文化センター、夢ホール、市
民会館、平惣書店ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	「第14回　邦楽への招待」

日時　12月８日㈰　13:00開演予定　
場所　コスモホール（情報文化センター）
募集数　公募による12組程度（応募多数の場合は抽選）

参加料・入場料　無料
参加資格　市内在住でロック・ポップス・フォー

ク等の楽器演奏および歌唱をされる個
人またはグループ（市民1人以上含
む）など

申込締切日　11月４日㈪　
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■	「第16回クリスマスライブ」出演者募集

日時　平成26年１月18日㈯　15:00開演　
場所　夢ホール（文化会館）
出演　弁士・司会：桂米團治

指揮：船橋洋介
管弦楽：関西二期会
　　　　オペラアンサンブル　

曲目　ひまわりより「愛のテーマ」
　　　カルメンより「闘牛士の歌」ほか
入場料　全席指定（一般3,000円、高校生以下1,500円）
※宝くじの助成による特別料金です。
チケット発売日　10月1日㈫
販売場所　文化会館、平惣書店（阿南センター店、

羽ノ浦国道店、小松島バイパス店）、フジグラ
ン阿南、アピカ

※未就学児は入場できません。
※託児室あります。（事前に申込みが必要）
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

月日
会場

10　月 11　月

24日㈭ 26日㈯ 27日㈰ ２日㈯ ３日㈰ ４日㈪ ５日㈫ ９日㈯ 10日㈰

文化会館

美術展　9:00～17:00
（４日は16:30まで）

舞踊祭
11:00～16:00

音楽祭
11:00～16:00

中学校音楽祭
10:00～15:00

学童展　9:00～17:00
（10日は16:00まで）

華道展　9:00～17:00
（４日は16:00まで）

人権教育コーナー

茶　会 10:00～16:00
（裏千家）

阿南の夏まつり写真展

茶会
10:00～16:00
（表千家流）

市民会館 小学校音楽会
9:00～12:30

ひまわり
会館

短歌大会
13:00～17:00

俳句大会
13:00～17:00

富岡公民館

寒らん展　9:00～17:00
（４日は16:00まで）

学童展　9:00～17:00
（10日は16:00まで）

勤労青少年ホーム展

ＪＡあなん
駐車場
（領家町）

日本鶏
展示会

美術展作品の受付・搬入　10月27日㈰ 9:30～12:00（文化会館研修室）　　問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ

月日
場所

10　月 11　月

24日㈭ 26日㈯ 27日㈰ ２日㈯ ３日㈷ ４日㈪ ５日㈫ ９日㈯ 10日㈰

文 化 会 館

美術展　9:00～17:00
（４日は16:30まで）

舞踊祭
11:00～16:15

音楽祭
10:30～16:00

中学校音楽祭
10:00～15:00

学童展　9:00～17:00
（10日は16:00まで）

華道展　9:00～17:00
（４日は16:00まで）

人権教育コーナー

茶　会 10:00～16:00
（裏千家）

阿南の夏まつり写真展

茶会
10:00～16:00
（表千家流）

市 民 会 館 小学校音楽会
9:00～12:30

ひ ま わ り
会 館

短歌大会
13:00～17:00

俳句大会
13:00～17:00

富岡公民館

寒らん展　9:00～17:00
（４日は16:00まで）

学童展　9:00～17:00
（10日は16:00まで）

勤労青少年ホーム展

ＪＡあなん
駐 車 場
（領家町）

日本鶏
展示会

美術展作品の受付・搬入　10月27日㈰　9:30～12:00（文化会館研修室）　　問い合わせは　文化振興課（☎22−1798）へ

秋の祭典  ｢第42回阿南市文化祭｣ のご案内

チケット
発売
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科
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ふ
る
さ
と探

訪
其
の
91

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

特
別
観
望
会
「
惑
星
天
体
特
集
」

～
金
星
・
天
王
星
・
海
王
星
～

　

太
陽
を
ま
わ
る
惑
星
の
う
ち
、
い
く
つ
か

の
も
の
を
一
晩
で
同
時
に
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
れ
ら
の
惑
星
を
大
型
望
遠
鏡

で
観
察
し
て
い
き
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

日
時　
10
月
６
日
㈰　

午
後
６
時
～
８
時

参
加
方
法　
電
話
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円

わ
く
わ
く
科
学
の
広
場

「
輪
ゴ
ム
パ
ワ
ー
で
行
っ
た
り
来
た
り
」

　

輪
ゴ
ム
を
使
っ
た
簡
単
で
楽
し
い
工
作
を

行
い
ま
す
。
子
ど
も
向
け
で
無
料
で
す
。

日
時　
10
月
14
日
㈷　

午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

10
月
の
休
館
日　

７
日
㈪
、
15
日
㈫
、
21
日
㈪
、
28
日
㈪

阿
南
市
上
中
町

　
「
上
中
町
」。
地
形
的
に
も
歴
史
的
に
も

変
な
名
前
で
あ
る
。
た
と
え
ば
那
賀
川
町
、

吉
野
川
市
、
美
波
町
、
四
国
中
央
市
等
々
、

ど
こ
に
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

上
中
町
は
旧
那
賀
郡
中
野
島
村
の
西
部

に
位
置
す
る
南
島
、
岡
、
中
原
の
三
部
落

を
阿
南
市
誕
生
時
、
新
町
名
と
し
て
生
ま

れ
た
。
も
っ
と
も
上
中
は
中
野
島
村
の
西

部
に
位
置
し
て
い
た
か
ら
俗
称
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
た
。
旧
中
野
島
村
の
場
合
に

は
格
別
違
和
感
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

阿
南
市
と
も
な
る
と
地
形
的
に
も
決
し
て

「
上
中
」
部
に
位
置
し
て
い
な
い
。
上
中

は
八
貫
の
渡
し
を
渡
っ
て
大
野
小
学
校
へ

通
学
し
て
い
た
。
出
水
時
に
は
那
賀
川
橋

（
古
庄

－

南
島
間
）
を
遠
回
り
し
た
。
筆

者
は
上
中
町
南
島
在
住
だ
が
、
明
見
の
子

ど
も
た
ち
が
重
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ

て
南
島
の
堤
防
を
歩
く
姿
を
見
た
こ
と
が

あ
る
。

　

さ
て
、
上
中
町
の
町
名
だ
が
、
旧
大
字

の
南
島
、
岡
、
中
原
の
ど
れ
か
一
つ
を
選

べ
ば
よ
か
っ
た
が
、
住
民
感
情
が
許
さ
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
大
字
名
か
ら
と
る
と

知
名
度
で
は
南
島
町
、
歴
史
上
か
ら
は
岡

町
と
な
る
が
、
こ
れ
で
は
他
の
二
部
落
が

納
得
し
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
妥
協
案
と

し
て
俗
称
の
「
上
中
」
を
新
し
い
町
名
と

し
た
。

　

上
中
町
岡
に
は
日
亜
化
学
が
あ
る
。

（
終
わ
り
）

町
の
北
側
に
は
那
賀
郡
羽
ノ
浦
町
が
あ
っ

た
。
阿
南
市
と
し
て
は
最
北
部
で
あ
っ
て

も
決
し
て
「
上
中
」
部
で
は
な
い
。「
上

那
賀
町
」（
那
賀
町
）
と
よ
く
間
違
わ
れ
た
。

川
の
流
れ
は
変
わ
る

　

那
賀
川
が
現
在
の
流
れ
と
な
っ
た
の
は
、

室
町
時
代
初
期
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
主

流
が
二
本
あ
っ
た
。
一
本
は
持
井
山
ろ
く

か
ら
古
毛
、岩
脇
、宮
倉（
羽
ノ
浦
山
の
南
）

へ
。
別
の
一
本
は
下
大
野
町
か
ら
長
生
町

西
方
山
下
へ
流
れ
、
そ
こ
か
ら
二
つ
に
分

か
れ
一
本
は
本
庄
か
ら
桑
野
川
へ
、
さ
ら

に
一
本
は
中
原
、
柳
島
、
今
市
方
面
へ
と

流
れ
た
。
そ
し
て
台
風
に
よ
っ
て
し
ば
し

ば
流
れ
を
変
え
た
。

　

た
と
え
ば
昭
和
三
十
年
頃
南
島
八
幡
神

社
例
祭
に
岩
脇
か
ら
ダ
ン
ジ
リ
二
台
を
曳

い
て
お
参
り
に
来
て
い
た
。
古
庄
の
祭
り

に
は
柳
島
か
ら
参
加
し
て
い
た
。
室
町
時

代
初
期
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
地
続
き

で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

俗
説
に
よ
る
と
岩
脇
か
ら
南
島
八
幡
神

社
へ
氏
子
と
し
て
参
拝
に
来
て
い
る
の
は
、

岩
脇
の
八
幡
さ
ん
が
洪
水
に
よ
っ
て
流
さ

れ
南
島
へ
流
れ
着
い
た
と
い
う
。
仮
に
流

さ
れ
た
と
し
て
も
南
島
へ
着
か
ず
も
っ
と

下
流
へ
流
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
広
い

地
域
の
岩
脇
か
ら
狭
い
地
域
の
南
島
ま
で

氏
子
と
し
て
参
拝
す
る
に
は
プ
ラ
イ
ド
が

許
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
、
こ
の
よ
う
な

理
由
付
け
を
し
た
の
だ
ろ
う
。

　

昭
和
三
十
年
頃
ま
で
羽
ノ
浦
町
明
見
は

大
野
村
に
属
し
た
。
明
見
の
子
ど
も
た
ち

羽
ノ
浦
町
明
見
の
風
景

南
島
八
幡
神
社
遠
景

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

９
月
号
の
掲
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

　

最
後
の
段
落
の
文
中　
「
橘
」
が
「
橋
」
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阿
南
市
春
季
短
歌
大
会
選

短
　
歌

青
木　

恭
子

ひ
な
祭
り
父
母
よ
り
く
れ
し
掛
軸
に
思
い
は
め
ぐ
る

八
十
路
の
我
は

　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

寒
空
に
誘
い
合
せ
て
寡
婦
五
人
イ
ベ
ン
ト
の
鱧
丼
の

美
味

　
　
　
　
　
　

湯
浅
佐
智
子

白
木
蓮
咲
き
初
む
あ
し
た
離
れ
住
む
孫
の
婚
約
整
う

と
聴
く

　
　
　
　
　
　

川
口　

節
子

雨
の
日
は
こ
と
に
淋
し
さ
増
す
日
な
り
使
い
な
れ
た

る
ミ
シ
ン
踏
み
お
り

　
　
　
　
　
　

宮
本
久
美
子

芽
ば
え
た
る
愛
も
告
げ
え
ず
学
舎
を
去
り
て
今
日
は

傘
寿
の
宴

　
　
　
　
　
　

森
岡　

圭
子

と
り
ど
り
の
マ
ス
ク
が
登
校
す
る
列
に
白
き
空
よ
り

春
が
落
下
す

　
　
　
　
　
　

新
居　

久
子

目
を
痛
み
て
手
入
れ
不
足
の
花
菖
蒲
小
腰
を
伸
ば
し

よ
む
花
の
か
ず

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳
　
句

峰　
　

敏
勝

膝
を
つ
く
球
児
の
背
中
夏
去
り
ぬ

　

以
前
、
妻
か
ら
聞
い
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
あ
る
。
私
に
は
６
人
の
子

ど
も
が
い
る
が
、
長
男
が
小
学
生

の
頃
の
あ
る
日
、
妻
に
こ
う
言
っ

た
と
い
う
。「
僕
、
大
人
に
な
っ

て
も
子
ど
も
は

い
ら
ん
」。
さ

す
が
に
、
６
人

兄
弟
の
長
男
と

も
な
れ
ば
我
慢

す
る
こ
と
も
多

い
の
で
あ
ろ
う
、

そ
の
気
持
ち
も

わ
か
ら
な
く
は

な
い
。
そ
の
時
、
妻
は
、
こ
う
問

い
か
け
た
。「
母
さ
ん
は
、
自
分

と
い
う
存
在
は
、
こ
の
地
球
上
に

生
命
が
誕
生
し
て
か
ら
、
母
さ
ん

の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
ま
で
、

そ
の
命
の
糸
が
一
度
も
途
切
れ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
証
し
な
ん
だ

と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

命
の
糸
を
あ
な
た
に
つ
な
い
だ
ん

だ
よ
。
そ
の
糸
を
あ
な
た
の
気
持

ち
だ
け
で
断
ち
切
っ
て
し
ま
っ
て
、

本
当
に
い
い
の
？
」
と
。
す
る
と

息
子
は
、
少
し
の
間
考
え
て
か
ら

「
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
、
い
る
な
。」

と
答
え
た
と
の
こ
と
。

 

と
も
す
る
と
、
自
分
を
単
な
る

個
と
し
て
と
ら
え
て
し
ま
い
が
ち

だ
が
、
祖
父
母
、
両
親
、
自
分
、

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
と
い
う
命
の

つ
な
が
り
を
考
え
た
時
、
一
度
も

途
切
れ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
奇

跡
の
よ
う
な
事
実
に
対
す
る
深
い

感
謝
の
念
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。

そ
の
糸
の
上
の

誰
か
が
子
を
生

み
育
む
こ
と
を

あ
き
ら
め
て
い

た
ら
、
私
も
子

ど
も
た
ち
も
こ

の
世
に
存
在
し

な
か
っ
た
の
だ

か
ら
。

　

子
ど
も
た
ち
に
「
自
分
た
ち
は
、

遠
い
過
去
と
は
る
か
な
未
来
を
つ

な
ぐ
懸
け
橋
の
よ
う
な
存
在
な
の

だ
」
と
伝
え
る
こ
と
、
そ
の
使
命

を
思
う
現い

在ま

で
あ
る
。

　

次
は
、
桑
野
町
の
樫
原
香
容
子

さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

谷
脇　

春
代

能
面
に
似
し
老
婦
人
阿
波
し
じ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

柳
史

病
室
の
ベ
ッ
ト
の
上
の
団
扇
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

清
原　

栄
子

風
鈴
の
と
き
お
り
聞
ゆ
畑
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
と
き
子

幼
児
と
自
転
車
に
乗
る
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
千
鶴
子

子
育
て
の
髪
を
束
ね
て
夜
の
秋

湯
村　

陽
子

老
二
人
番
茶
の
味
を
分
け
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　

神
野
千
鶴
子

実
盛
に
な
り
き
る
人
や
虫
送
り

近
藤　

ま
い

踊
笠
被
れ
ば
齢
忘
る
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
川　

延
子

人
知
れ
ず
渕
瀬
小
さ
き
花
芙
蓉阿

南
川
柳
会
髙
木
旬
笑
選

川
　
柳

湯
浅　

三
子

老
い
の
膝
日
課
と
な
っ
た
貼
り
ぐ
す
り

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　

鶴
子

カ
レ
ー
パ
ン
食
わ
ず
嫌
い
を
食
べ
て
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

敏
子

今
読
ん
だ
端
か
ら
消
え
て
い
く
記
憶

　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
レ
イ
子

ふ
る
さ
と
の
山
へ
抱
か
れ
に
帰
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
子

ハ
ー
ト
形
お
む
す
び
を
食
む
誕
生
日
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阿南市立図書館だより

10月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

阿 南 図 書 館
9:00～18:00
土日は17:00まで

☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休 ★ 休 ☆ 休

那賀川図書館
10:00～18:00 ◎ ☆ 休 ◆

◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休 ◎
※ ☆ 休

羽ノ浦図書館
10:00～18:00 ☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 休

（カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会（阿南10:30～　那賀川11:00～　羽ノ浦14:00～）　　★…ぴよちゃんくらぶ（10:30～）
◎…中学生によるピアノ演奏（10:00～約10分間）　◆…阿波公方の苑美化作業（8:30～）雨天の場合は20日㈰に延期）

移動図書館車「ひまわり号」
巡回日 巡　回　場　所 時　間
	 3日㈭ 椿 泊 漁 協 前 14:30～15:00
	 9日㈬ 加 茂 谷 公 民 館 前 15:00～15:30
10日㈭ 新 野 公 民 館 前 14:00～14:30

見 能 林 公 民 館 前 15:30～16:00
11日㈮ 長 生 公 民 館 前 11:00～11:30

上 中 分 館 前 14:00～14:30
17日㈭ 山 口 分 館 前 14:30～15:00

大 潟 分 館 前 15:30～16:00

巡回日 巡　回　場　所 時　間
18日㈮ 老人ホーム福寿荘前 10:30～11:00

中央病院阿南荘前 13:30～14:00
桑野コミュニティセンター前 15:00～15:30

24日㈭
　
　

橘 防 災 公 園 入 口 14:00～14:30
橘 団 地 前 15:00～15:30
福 井 公 民 館 前 16:00～16:30

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
問い合わせは　那賀川図書館（☎42−3111）へ

10 月の巡回日程

日　時　10月26日㈯　13：30～　（開場13：00）
場　所　コスモホール（情報文化センター）　　
プログラム　『きょうはなんのひ？』　瀬田貞二／作　林明子／絵

『くまのこうちょうせんせい』　こんのひとみ／作　
いもとようこ／絵
『あめふりくまのこ』高見八重子／絵　鶴見正夫／詩

定　員　550人（先着順）
入場料　無料（※整理券が必要）
整理券配布　10 月８日㈫から、
阿南市立図書館３館、文化会館（夢
ホール）、阿南市役所
問い合わせは　
阿南図書館（☎23－2020）へ

　ピアノやヴァイオリンの生演奏を聴きながら、絵本のス
ライド映写と朗読を楽しむコンサートです。

阿南市制施行55周年記念事業
あなん図書館まつり2013

えほんの世界がどんどんひろがる
Kid's コンサート ～みて！きいて！感じて！～

阿南図書館　☎23－2020　　那賀川図書館　☎42－3111　　羽ノ浦図書館　☎44－2100

※10月26日㈯は図書館まつり（夜の部）のため、那賀川図書館は17:00に閉館します。

図書館ではブックリサイクルのため、本を集めて
います。
受付期間　10月１日㈫～18日㈮
受付場所　阿南・那賀川・羽ノ浦図書館

あなん図書館まつり共催

スペシャルおはなし会
日時　10月13日㈰　11:00～11:45
場所　那賀川図書館
演目　琴と語り「天のくぎをうちにいったはりっこ」

パネルシアター「みかづきちゃんてをつなご」

入場無料・申込不要

日時　10月27日㈰～　本がなくなるまで
　　　10:00～18:00　※休館日にご注意ください。
場所　那賀川図書館　市民ギャラリー

ブックリサイクル（３館合同）

　図書館で保存期限が過ぎた雑誌、ご家庭で不要に
なった本を、無料でお持ち帰りいただけます。
（お持ち帰り用の袋はご持参ください。１人１袋まで。）
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市民の情報ひろばへの掲載について
掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。12月号の締め切りは10月31日㈭です。
メールアドレス　hisho@city.anan.tokushima.jp

　 　榊神社秋祭り

日時　10月12日㈯　19:00～
場所　榊神社境内（山口町）

（雨天時：山口小学校体育館）
催し　人形遣い・勘緑プロデュース「祭り」・
浦安の舞、三番叟、「傾城阿波の鳴門　唄
の段」人形遣い・勘緑＋木偶舎、和太鼓ユ
ニット光（コウ）ライブ演奏、音楽花火
※雨天時は内容が変更になります。
問 山口座木偶頭保存会　尾﨑
　（☎090－4978－4043）へ

　 　
初心者向け「パソコン教室」

日時　11月1日㈮～29日㈮
　　　①13:00～14:50　②15:00～16:50
場所　富岡公民館
内容　インターネット講座、デジカメ講座、
ワード・エクセル2010活用講座（各講座
３回）
受講料　2,100円（テキスト代含む）
定員　各コース22人
※くわしくはお問い合わせください。
問 ＮＰＯ法人いきいきネットとくしま
　 県南支部事務局　庄野
　（☎090－2780－3200）へ

　 　
若者の就労相談会 （予約制）

働いておらず、職業訓練も学校も行ってい
ない若者の働くことに関する相談に応じま
す。（家族からの相談も可）
日時　10月3日㈭、24日㈭	13:00～17:00
場所　文化会館１階　工芸室
問 とくしま地域若者サポートステーション
　（☎088－602－0553）へ

　 　
ＪＩＣＡボランティア募集

発展途上国で、現地の人々と協働しながら、
人づくり、国づくりに協力します。世界も、
自分も、変えるシゴト「ＪＩＣＡボランテ
ィア」を募集しています。
①青年海外協力隊
　日系社会青年ボランティア
②シニア海外ボランティア
　日系社会シニア・ボランティア
対象　①満20歳～39歳		 		（11月5日現在）　　　②満40歳～69歳	
　　　※日本国籍を持つ人
募集期間　10月1日㈫～11月5日㈫
応募書類配布場所　ＪＩＣＡ四国、徳島県
国際交流協会、市役所
問 JICA四国（☎087－821－8824）へ

　 　阿南戦国歴史と観光のガイド募集

阿南の歴史観光ガイドを実施するため、昨
年に「新開遠江守隊」を結成しました。歴
史の観光とあわせて阿南の景勝地も紹介し、
地元や市外の人にガイドしていただける方
を募集します。観光ガイドに興味のある方
はご協力ください。
問 新開遠江守隊　代表　松田
　（☎090－1171－1464）へ

　 　第32回徳島矯正展

受刑者が 1日も早い更生復帰をめざして
技術の習得に励み、真心を込めて制作した
作業製品を販売展示します。
日時　10月26日㈯　9:00～15:30
場所　徳島刑務所（駐車場約 300台）
内容　所内見学等各種イベント、ビデオ放
映、性格検査の実施、受刑者の文芸作品等
の展示、刑務所作業製品展示・販売
問 徳島刑務所企画部門（作業担当）
　（☎088－644－0114）へ

　 　
シルバー人材センターだより

●相続とエンディングプランセミナー
これからの人生をどう生きるかを考えてみ
ませんか。
日時　10月17日㈭　10:00～11:30
場所　阿南市民会館　会議室
対象　市内在住のおおむね60歳以上の方
講師　・ライフスタイリングＦＰ事務所

　尾崎　大さん
・弁護士法人リーガルアクシス

　　　　弁護士　立石量彦さん
定員　20人（先着順）　受講料　無料
受付開始　10月１日㈫～

●農業体験講習受講者募集	
実地体験を通じ、農業の知識の習得と技能
の向上を図る講習会です。
日時　10月22日㈫～25日㈮
　　　10:00～15:00
場所　横見町、向原町ほか
対象　市内在住のおおむね55歳以上の方
定員　12人（先着順）　受講料　無料
募集期間　10月8日㈫～10日㈭

●会員募集中
毎月第 1・3火曜日の14：00～説明会を実
施しています。お気軽にお立ち寄りくださ
い。

問 阿南市シルバー人材センター
（☎23－2630）へ（※受付10:00～16:00）

第６回小学生タックスセミナー
参加者募集

親子でオリエンテーリングを楽しみながら、
税について学びませんか。参加費は無料で
昼食付きです。
日時　11月２日㈯　7:30～17:00頃
集合・解散場所　那賀川道の駅
オリエンテーリング
高松市香南町「さぬきこどもの国」
対象　小学４～６年生と保護者
定員　50人　申込締切日　10月22日㈫
問 （公社）阿南法人会（☎23－1055）へ

司法書士による
「法の日」を記念した相談会

日時　10月１日㈫　
午前の部　10:00～12:30
午後の部　12:30～15:00

場所　ひまわり会館 2階　研修室「うめ」
問 徳島県司法書士会
　（☎088－622－1865）へ

県立南部テクノスクール
職業訓練生募集

訓練科　医療事務科２
内容　医療事務基礎・演習、調剤事務、医

事コンピューター操作等
定員　15人
訓練期間　11月６日㈬～平成26年２月５
日㈬（日・祝日・年末年始は休校日）
訓練場所　情報文化センター・勤労女性セ
ンター
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　10月16日㈬まで

訓練科　テレオペレーター科
内容　電話対応スキル、ワード・エクセル・

パワーポイント
定員　15人
訓練期間　11月28日㈭～平成26年２月
27日㈭（土・日・祝日・年末年始は休校日）
訓練場所　県立南部テクノスクール
受講料　無料（テキスト代は自己負担）
申込期間　10月4日㈮～11月7日㈭

申込み先　居住地を所管する公共職業安定
所

問 公共職業安定所または南部テクノスク
ール（☎26－0250）へ

高齢・障害・求職者
雇用支援機構
職業訓練生募集

募集訓練科・訓練期間　
溶接加工科：12月2日㈪～

平成26年５月30日㈮
電気設備科（デュアル）：12月２日㈪～

平成26年６月30日㈪
対象　公共職業安定所に求職の申込みをし

ている方など（選考あり）
受講料　無料（テキスト代等は必要）
募集期間　11月５日㈫まで
問 ポリテクセンター徳島
　（☎088－654－5102）へ
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市民の情報ひろば 市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。

　 　
徳島南部透析施設談話会

透析患者様に役立つ情報を提供します。
日時　10月12日㈯　18:00～19:30
場所　情報文化センター 2階　研修室AB
対象　どなたでも
※参加費無料、申込不要
問 徳島南部透析施設談話会事務局
　（阿南共栄病院内　☎44－3131）へ

　 　
海陽町を歩こう！

日時　10月27日㈰　10:00～15:00予定
ルート　海部庁舎～妙見山～愛宕山遊歩道

～遊遊NASA ～阿佐東線沿い～宍
喰駅の約10km

集合　9:30　海陽町役場海部庁舎前
参加料　会員200円、一般300円
持参物　弁当、飲み物、雨具等
※傷害保険には加入していますが、保険適
用外の事故等は責任を負いません。くわし
くはお問い合わせください。
問 阿南歩こう会（☎22－3188）へ

　 　
那賀川源流コンサート

日時　10月27日㈰　10:00～12:00（予定）
場所　高の瀬峡レストハウス平の里
※阿南市役所横見駐車場から無料送迎あり。
（先着順）
問 那賀川河川事務所
　 調査課（☎22－6562）へ
　 ※くわしくは、ホームページをご覧ください。
　http://www.skr.mlit.go.jp/nakagawa/

　 　
第39回　春日野まつり開催

日時　10月13日㈰　13:00～21:00
場所　春日野グラウンド周辺（羽ノ浦町）
内容　じゃんけん大会、「あめご」つかみ

取り大会、パットライス無料配布、
子どもさんとお年寄りの輪投げ大会、
阿波踊り、もち投げ、県警音楽隊に
よる演奏（振り込め詐欺防止啓発活
動）、露店

問 春日野まつり実行委員会
　 船田（☎090－1575－1630）へ

　 　
出張労働相談会

日時　10月27日㈰　13:00～16:00
　　　（受付　12:45～15:30）
場所　ひまわり会館２階　研修室「うめ」
相談内容　解雇・賃金未払い・配転など

労使関係のトラブル
相談員　弁護士など
申込方法　できるだけ10月25日㈮17:00

までに電話で予約してください。
費用　無料
問 徳島県労働委員会
　（☎088－621－3234）へ

　 　
法の日週間行事 無料法律相談

日時　10月２日㈬　9:30～15:30
場所　徳島地方・家庭裁判所
定員　50人（午前25人、午後25人）
※定員に達した時点で受付を終了します。
相談担当者　弁護士
相談時間　1人あたり約20分
※事前に電話でお申し込みください。
問 徳島地方裁判所事務局総務課庶務係
　（☎088－603－0111）へ

　 　「舟を編む」上映会

辞書（舟）を編集する（編む）人たちの感
動エンタテインメント！ 2012 年ベスト
セラー第 1位を映画化！
日時　10月13日㈰　10:30～、14:00～
場所　文化会館（夢ホール）
入場料　会員800円　一般1,000円（前売り）
問 あなんで映画をみよう会　阿部
　（☎090－2788－5465）へ

在住外国人のための
日本語教室 （秋期） 

日時　10月13日㈰～平成26年３月23日
㈰の毎週日曜日　10:00～12:00

場所　富岡公民館・ひまわり会館　
講師　三好晴子さん
参加費　1,000円（半年20回分）
教材　「みんなの日本語 1」
　　　「みんなの日本語 2」各2,625円
申込方法　任意の用紙に名前、住所、電話
番号、国籍、書くことができる文字の種類
（ひらがな、カタカナ、漢字）、日本語を学
習した期間、教科書購入希望の有無を記入
のうえ、当日お持ちいただくか、電話また
は電子メールでお申し込みください。
※語学教室（英語・スペイン語・中国語）
も開催しています。
問 阿南市国際交流協会（☎44－6652）へ
E-mail:himawari_aia_2012@yahoo.co.jp

高校生のための
英語活動ひろばＡ

エース

ＣＥ

学校で習っている英語を実際に使って、地
域のＡＬＴ（外国語指導助手）たちと楽し
く英語活動ができる場です！
日時　10月 20日㈰　14:00 ～ 16:00
　　　（２カ月に１回活動しています）
場所　富岡公民館　図書室
対象　高校生　　参加費　無料
※参加時の服装は自由です。
問 英語活動ひろばＡＣＥ事務局　土井
　（☎23－5875）へ

羽ノ浦中学校マンドリン部
第22回定期演奏会

日時　10月13日㈰　14:00～（13:30開演）
場所　コスモホール（情報文化センター）
曲目　Impression1999、津軽じょんがら

節、また君に恋してる、アニメメド
レー、ファッションモンスターなど

問 羽ノ浦中学校（☎44－2045）へ

平成25年度
南部地区「消費者のつどい」

日時　10月22日㈫　10:00～14:40
場所　コスモホール（情報文化センター）
テーマ　学ぶことからはじめよう「自立し
た消費者に向けて」
内容　 ▼管理栄養士　野間智子さんによる
講演「食と健康」 ▼活動発表 ▼作品展示 ▼

バザー
問 羽ノ浦消費者協会（☎44－6452）ま
たは市民生活課（☎22－1116）へ

第1回
阿南市ミックスバレーボール大会

日時　10月６日㈰　9:30～開会式
場所　スポーツ総合センター
種目　９人制　男女フリー
チーム構成　監督１人、コーチ１人、マネ
ージャー１人、選手６人～ 12人（男女不
問、学生は高校生以上）
試合方法　男性の攻撃は、アタックライン
の後からのみとする。
参加料　１チーム4,000円（当日納入）
問 阿南市バレーボール協会事務局
　 近藤（☎090－1579－4732）へ

阿千田越え峠復活イベント

日時　10月20日㈰　9:00～15:00
場所　立江町青向～峠越え～岩脇
※雨天の場合は27日㈰に順延
※参加自由、参加無料
内容　
①歩く：遍路道・昔日の土佐街道（約２㎞）
②作る：かかしさんを木札に描く
③偲ぶ：地域伝来の古道歴史・展示あり
問 あせんだ峠の会事務局　穴山
　（☎080－5668－7979）へ

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　10月26日㈯　9:00～12:00
場所　ひまわり会館
内容　遺言の書き方、相続の手続き、成年

後見制度や後見人をたてることなど
に関する相談

問 コスモス徳島（徳島県行政書士会内）
　（☎088－626－2083）
　 土・日曜日は地域会員　花野
　（☎090－3787－0305）へ
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あなたのまちで
阿波踊り体操をしてみませんか？
指導員があなたのまちにうかがいます。く
わしくは、お問い合わせください。
問	保健センター（☎22－1590）へ

阿波踊り体操教室（10 月は休み）

検診日程　10月14日㈷　羽ノ浦公民館
22日㈫　ひまわり会館

検診内容　胃がん・肺がん・前立腺がん・
肝炎ウイルス・大腸がん(要予約、採便容
器の提出は検診当日のみ受付)	・歯周疾患
検診（22日のみ実施）
受付時間　9:00～10:00
※集団検診でがん検診を受ける場合は、検
診日2週間前までに総合健診センター(☎
088－678－7128)へお申し込みいただく
と、問診票等が自宅に届きます。
問	保健センター（☎22－1590）へ

集団検診

検診内容　乳がん（要予約／保健センター
へ）・骨粗しょう症

検診日程　10月１日㈫　ひまわり会館
　　　　　　　29日㈫　ひまわり会館
受付時間　	 9:00～10:00
　　　　　13:30～14:30
問	保健センター（☎22－1590）へ

婦人がん検診

講師　健康運動指導士　仁木哲哉さん
対象　おおむね65歳以上の方で３回すべてに参加できる方
定員　各会場25人（先着順）
持参物　上履き（講習会のみ）、帽子、タオル、飲み物、健康手帳（お持ちの方）、

外用運動靴（11月７日）
申込締切日		10月７日㈪
問	保健センター（☎22－1590）へ

今日から始めるウオーキング教室　～あなん健康増進ロードを歩こう！～

実施期間　10月１日㈫～12月15日㈰
　　　　　の診療時間内
実施場所　市内医療機関
対象　市内在住の40歳以上の方
費用　1,100円
検診に必要なもの
・がん検診の受診券(6月末に郵送済み)
・健康保険等被保険者証
・自己負担金
・健康手帳(持っている方)

阿南市国民健康保険加入者、高齢受給者、
後期高齢者医療制度加入者の方は健康保険
等被保険者証をお持ちになれば無料になり
ます。また、大腸がん検診無料クーポン対
象者はクーポン券をお持ちになれば無料に
なります。くわしくは、広報あなん７月号
または、がん検診等受診券をご覧ください。

問	保健センター（☎22－1590）へ

大腸がん検診

体組成測定などで、ご自身の体の状態を
みてみませんか。
日時　10月４日㈮　10:00～11:00
場所　ひまわり会館
内容　血圧測定、検尿、体組成の測定

個別健康相談、介護の相談、栄養相
談コーナー

対象　市内在住の方
持参物　健康手帳、健診の結果など
問	保健センター（☎22－1590）へ

健康相談 ・栄養相談

日時　10月28日㈪　10:00～13:00
場所　羽ノ浦公民館
対象　市内在住の40歳以上の方
定員　30人
内容　講義と調理実習
参加費　400円（調理実習費として）
申込締切日　10月18日㈮
問 保健センター（☎22－1590）へ　

栄養講座「野菜たっぷり！
ヘルシーバランス食」

かもだ岬温泉保養センター

【10月の休館日】
7日㈪、15日㈫、21日㈪、

28日㈪　

問 かもだ岬温泉保養センター
（☎21－3030）へ

健康いきいき情報

問 徳島県赤十字血液センター
（☎088－631－3200）へ

 献血にご協力ください（10 月）

実施日 採血場所 所在地 採血時間

11日㈮ フ ジ グ ラ ン 阿 南 領 家 町 10：00～12：30

16日㈬

南 部 総 合 県 民 局
阿 南 庁 舎 富 岡 町 9：30～11：00

㈱ 岡 部 機 械 工 業 津乃峰町 11：40～13：30

阿 南 市
環 境 管 理 事 務 所 富 岡 町 15：00～16：15

23日㈬

阿南農業協同組合
（アグリあなん） 桑 野 町 9：30～10：50

道 の 駅 公 方 の 郷
な か が わ 那賀川町 12：40～14：00

国 土 交 通 省
四 国 地 方 整 備 局
那賀川河川事務所

領 家 町 14：40～16：10

※400ml献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

内　　　容 スポーツ総合センター 那賀川スポーツセンター

第
１
回

講習会
正しいウオーキングを
知ろう！

16日㈬　10:00～11:30
（受付9:30～）

18日㈮　10:00～11:30
（受付9:30～）

第
２
回

講習会
体力に合ったウオーキング
とは？

23日㈬　13:30～15:00
（受付13:00～）

25日㈮　10:00～11:30
（受付9:30～）

第
３
回

ウオーキング
いざ実践！あなん
健康増進ロードを歩こう！

11月 7日㈭　10:00 ～ 11:30
スポーツ総合センター集合（受付 9:30 ～）
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10月 地域子育て支援センター

お子さんの健やかな成長を願い、無料で
施設を開放して育児支援を行っています。

	 1日㈫　身体計測　10:00～11:00
※母子手帳をご持参ください。

	 8日㈫　子育て教室　10:20～※要予約
「レンジで簡単カレーとパスタ」
講師：料理研究家　鈴木仁美さん

15日㈫　リズムで遊ぼう
23日㈬　子育て支援合同運動会
29日㈫　お誕生会
	 4日㈮・11日㈮・18日㈮・25日㈮

うたって遊ぼう

みんなのひろば ☎44－5059

羽ノ浦さくら保育所子育て支援センター
平日 9:00～14:00（お弁当タイム11:45～）

	 1日㈫　リズムで遊ぼう
	 8日㈫　公園で遊ぼう
15日㈫　おはなしのポケット
23日㈬　子育て支援合同運動会
29日㈫　お誕生会

にこにこひろば ☎42－0720

今津こどもセンター 平日  8:30～12:00
  14:00～15:30

	 1日㈫　お話だいすき
	 8日㈫　作って遊ぼう
15日㈫　みんなで遊ぼう
23日㈬　子育て支援合同運動会
29日㈫　お誕生会

ふれあいひろば ☎28－1725

橘こどもセンター　 平日  9:00～14:00

	 1日㈫　みんなで遊ぼう
	 8日㈫　おはなしのポケット
15日㈫　子育て講座
23日㈬　子育て支援合同運動会
29日㈫　お誕生会

なかよしひろば ☎21－2002

平島こどもセンター 平日  9:00～14:00

子育て相談や子どもと保護者間の交流の場
です。ぜひお越しください。
時間　９:30～11:30
日程　	 9日㈬　加茂谷公民館

11日㈮　桑野公民館
　　　23日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
１日㈫、４日㈮、８日㈫、15日㈫、
25日㈮、29日㈫
問 こども課（☎22－1593）へ

秋休みの楽しいひととき、親子で名店七福
うどんの手作り体験をしてみませんか。
日時　10月11日㈮　10:30～13:00
場所　よんでんエネルギープラザ阿南
						　２階（現地集合・解散）
対象　小学生とその保護者
定員　10組（申込順）
参加費　1組300円（材料費の一部）
持参物　エプロン、三角巾
問 阿南ファミリーサポートセンター
　（☎24－5550）へ

つどいの広場・すくすく in 阿南

おいしい！たのしい！
親子うどん作り体験 !!

10月

（※＝要予約）
	 4日㈮　高齢者とのふれあい会※
	 8日㈫　ミュージックケアー(乳児)※
10日㈭　ふれあい動物教室
15日㈫　発育計測
17日㈭　お誕生会
18日㈮　ミュージックケアー(幼児)※
21日㈪　看護師による健康相談・発育計

測
23日㈬　親子でいもほり体験※
　　　　（雨天順延　24日㈭）
25日㈮　おはなしコロリン
28日㈪　臨時休園
30日㈬　英語で遊ぼう

問 那賀川子育て支援センター
	　（☎0885－38－1163）へ

おひさまひろば 平日 9:00 ～ 16:00

みんなでチャレンジ！学んで楽しいゆめのフェスタ

第11回 阿南市こどもフェスティバル

10月

子 育 て 一 言 メ モ

　子どもの体力低下を懸念した文部科学
省が、全国の幼稚園・保育所の子どもの
運動能力を調査しました。その結果、子
どもがやりたい運動や遊びを自由にさせ
る方が、特定のスポーツを指導するより
運動能力を向上させる可能性が高いこと
がわかりました。
　幼児教育ブームにのって、早くから特
定のスポーツをさせる親が多くいます。
けれども、家庭では戸外で遊ぶより、室
内でのゲームなどの遊びが多くなりまし
た。幼稚園・保育所への送迎もほとんど
が車を利用し、歩く経験も少なくなって
います。足の力が弱くなり、転びやすく
て、疲れやすい幼児も増えてきました。
　戸外で鬼ごっこをしたり、少し高い所
をめざしてジャンプをしたり、親子で楽
しみながら運動能力を高めていきましょ
う。  学校教育課 

－運動能力向上には、遊びが効果的－

市内の幼小中の児童・生徒による特技発表、屋外ではミニＳＬ
やモノレールなど乗り物がいっぱい。屋内では万華鏡づくりや
大型絵本、紙芝居などで遊ぼう。

日時　10月27日㈰　9:30～14:00　※小雨決行
場所　阿南工業高等専門学校（見能林町）
内容　こどもの発表、こどものあそび、こどもの実験・観察、
こどものものづくり、こどもの大型体験
入場料　無料

※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。
問 生涯学習課（☎22－3391）へ

て ひ ろば育子
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す
べ
て
の
人
が
幸し

あ
福わ

せ
に
生
き
る

た
め
に

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
講
師
団

講
師　

秋
田 

多
美
子 

さ
ん

障
が
い
者
の
人
権
に
つ
い
て

　
「
人
権
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

世
界
人
権
宣
言
の
前
文
に
す
ば
ら
し
い

「
人
権
」
の
定
義
が
あ
り
ま
す
。

　
『
人
類
社
会
す
べ
て
の
人
が
構
成
員
に
固

有
の
尊
厳
と
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
譲
る
こ

と
の
で
き
な
い
平
等
の
権
利
』（
世
界
人
権

宣
言
・
前
文
及
び
第
１
条
）
こ
の
誰
に
も
譲

る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
権
利
と
し
て
、
二

つ
の
大
き
な
権
利
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
自

由
権
と
社
会
権
で
す
。

　
『
自
由
権
』
は
、
強
制
さ
れ
る
こ
と
な
く

自
分
に
関
す
る
こ
と
を
自
分
で
律
す
る
権
利

の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
憲
法
の
第
13
条
で

「
自
分
の
こ
と
を
自
分
で
律
す
る
権
利
（
自

己
決
定
権
）、
幸
福
を
追
求
す
る
権
利
」
が

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
『
社
会
権
』
は
、（
国
民
一

人
ひ
と
り
が
人
間
ら
し
い
生
活
を
営
む
こ
と

を
国
家
に
要
求
す
る
権
利
）
で
す
。
つ
ま
り

私
た
ち
に
は
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
権
利
（
受

給
権
）が
あ
り
ま
す
。
憲
法
第
25
条
で
は「
す

べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限

度
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
と
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
中
で
、
障
が
い
の
あ
る
市
民

は
、
多
く
の
市
民
が
受
け
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

を
当
た
り
前
に
受
給
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
、
ま
た
、
そ
の
権
利
を
行
使
で
き
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
が
受
け
た
行
為
を
当
然
あ
る
い
は
仕

方
の
な
い
こ
と
な
の
だ
と
す
る
意
識
か
ら
は

差
別
や
人
権
侵
害
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
障
が
い

の
問
題
を
社
会
問
題
と
し
て
捉
え
る
の
で

は
な
く
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え

自
分
自
身
を
責
め
、
つ
ら
い
思
い
や
悔
し

い
思
い
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
社
会
や
他
者
に
よ
る
人
権
侵
害
と

し
て
で
は
な
く
、
自
分
の
障
が
い
ゆ
え
に

仕
方
が
な
い
こ
と
と
思
っ
て
は
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
26
歳
の
時
、
交
通
事
故
で
利
き
腕

で
あ
る
右
腕
を
失
く
し
、
そ
の
当
時
は
食

べ
る
や
こ
と
や
書
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
生

活
に
不
便
さ
を
抱
え
な
が
ら
い
た
時
に

「
た
い
へ
ん
や
な
ぁ
」「
不
自
由
に
な
っ
た

な
ぁ
」
と
さ
ま
ざ
ま
な
声
掛
け
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。
で
も
、
両
腕
が
な
け
れ
ば
生

き
て
い
け
な
い
と
思
う
感
覚
を
、
あ
る
人

か
ら
「
残
さ
れ
た
機
能
で
や
れ
ば
生
き
て

行
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
励
ま
し
て
く

れ
た
言
葉
が
今
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
今
、
思
え
ば
そ
の
と
お
り
だ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。「
右
腕
が
な
け
れ
ば

私
に
は
左
腕
が
あ
る
。
ほ
か
の
機
能
で
両

腕
に
す
る
の
だ
！
」
と
思
い
、
前
向
き
に

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
義
手
を
つ
け
て
の
生
活
に
40

年
の
年
月
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。
私
は
普

通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
40
年
近
く
経

ち
ま
す
。
し
か
し
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と

を
理
由
と
し
た
規
定
（
欠
格
条
項
）
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
に
３
段
階
に
渡
り
免
許
試

験
を
受
け
て
、
よ
う
や
く
、
み
ん
な
と
同

じ
普
通
自
動
車
免
許
証
に
た
ど
り
つ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
労
力
と

費
用
が
必
要
で
し
た
が
、「
こ
こ
で
諦
め

て
は
だ
め
だ
！
」
と
そ
の
た
び
に
挑
戦
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
被
差
別
の
立
場
に
お
か
れ

て
い
る
人
の
実
態
を
知
り
、
考
え
、
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い
く
取
組
を
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
実
践
し
て
行
く
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
よ
う
と
よ

く
い
わ
れ
る
け
れ
ど
、
相
手
の
立
場
に
立

つ
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
立
っ
て
い
る
「
つ
も
り
」
は
簡
単

で
す
が
…
や
は
り
同
情
で
は
解
決
で
き
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
障
害
者
権
利
条
約
は
、
あ
ら
ゆ
る
障
害

（
身
体
障
害
、
精
神
障
害
及
び
知
的
障
害

等
）
の
あ
る
人
の
尊
厳
と
権
利
を
保
障
す

る
た
め
の
人
権
条
約
で
あ
り
、
現
在
１
３

２
カ
国
が
批
准
し
て
い
ま
す
が
、
し
か
し
、

日
本
国
は
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
す
べ
て
の
障
が
い
者
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
阿
南
市
に
生
ま
れ
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

実
感
で
き
る
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
阿
南
市
の
花
「
ひ
ま
わ
り
」
の
花
言
葉

は
、「
光
輝
く
」
で
す
。
人
権
に
つ
い
て

考
え
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
ま
さ
に
光
り

輝
く
阿
南
市
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
人
権
教
育
・
啓
発
コ
ー
ナ
ー
「
ひ
ま
わ

り
」
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
人
権
に
対
す

る
思
い
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

人権教育・啓発コーナー

ひまわり

問
い
合
わ
せ
は　

　

人
権
・
男
女
参
画
課

　
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

⑷
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日 開催日　　　時 時間　　　所 場所　
予 予約受付　　問 問い合わせ先

10月の平日延長窓口

●住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身分証明書の交付
（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・住基カードの発行等は行っていません。）

市民生活課（☎22−1116）へ

●納税相談　納税課（☎22−1792）へ

２日㈬、16日㈬　17：15～18：15　市役所本庁１階

スポーツ施設10月の休館日
サンアリーナ（温水プール） 7・15・21・28日

那賀川スポーツセンター 2・9・16・23・30日

羽ノ浦総合国民体育館 7・15・21・28日

羽ノ浦健康スポーツランド 7・15・21・28日

県南部総合運動公園 1・8・15・22・29日

　表紙の写真は伊島全町運動会のワンシーン。腕っ節の強い漁師が、渾身の力で綱を引く姿は絵になります。伊島の全町運動会は紅白対抗で行われ、「対抗女
子玉入れ」や「綱引き」は、大人なら何人でも参加してよいというユニークなルールが設けられているのが特徴です。閉会式で伊島漁業協同組合の杣友光明組
合長は、「７年後に東京オリンピックが開催されます。この中から３人くらい出場できるよう期待しています。」と、島の子どもたちに熱いまなざしを送ってい
ました。（山田）
　いつの間にか風が少し肌寒く、秋の訪れを感じる季節になりました。夏の疲れが出やすいこの時期、体調を崩してはいませんか。これからますます寒くなり
ますが、同時に、木々の紅葉が美しい時期にもなってきます。疲れたときは、窓の外に目を向けて休憩してみるのもいいかもしれません。（相田）

編集室の

窓

10月の相談

10月の市税

問い合わせは　納税課（☎22−1792）へ

■市県民税（第３期）　　
■国民健康保険税（第５期）
　納期限は、10月31日㈭です。納め忘れのないようにしましょう。

日曜相談窓口  27日㈰  8:30～17:00（市役所 1階納税課）

人口と世帯数

人口 76,936人 （－33）
（男）37,095人 （−  8）

（女）39,841人 （−25）

世帯数 30,019世帯（－22）

※平成25年８月末日現在
　カッコ内は前月対比

法律相談（要予約） ３日㈭・17日㈭
時 13:30～16:30　所 市役所１階　市民相談室
予 １カ月前から　問 市民生活課　☎22−1116
※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談 ８日㈫・22日㈫
時 9:30～11:30　所 市役所１階　市民相談室
問 市民生活課　☎22−1116

司法書士による法律相談 25日㈮
時 14:00～16:00　所 ひまわり会館１階
問 市民生活課　☎22−1116

消費生活相談 平日開館
時 9:30～16:30　所 消費生活センター
問 消費生活センター　☎24−3251

特設人権相談 ９日㈬
時 13:30～16:00　所 椿公民館・ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

人権相談 30日㈬
時 13:30～16:00　所 ひまわり会館１階
問 人権・男女参画課　☎22−3094

子育て家庭教育電話相談（来所相談も可）
日 月曜日～金曜日（祝日除く）時 9：00～12：00
問 子育て家庭教育支援チーム　☎42−3885

心配ごと相談 7日㈪・21日㈪・28日㈪
時 10:00～15:00　所 市民会館内社会福祉協議会
問 社会福祉協議会　☎23−7288

女性の生き方なんでも相談（要予約）
日 1・8・15・22・29日　時 13:00～17:00
日 11・25日　時 13:00～16:00
所 市民会館２階　相談室　予 随時
問 男女共同参画室分室　☎22−0361

年金相談（要予約） 今月はありません。
時 9:00～15:30　所 市商工業振興センター
予 1カ月前から電話による完全予約制
問 徳島南年金事務所　☎088-652-1511
※11月の相談日は７日㈭です。

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

　6日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22ー1313

13日 殿谷整形外科医院 津乃峰町  ☎27ー3334

14日 井原医院 見能林町  ☎21ー0021

20日 阿南医師会中央病院内 宝 田 町  ☎22ー1313

27日 島内科眼科医院 富 岡 町  ☎22ー1147

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、
阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）の当番　17：00～22：00
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22−1313）までお問い合わせください。

●小児救急医療体制
24時間365日徳島赤十字病院が小児救急患者を受け入れてい
ます。（事前の電話連絡は不要です。）

10月の休日・夜間診療

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00
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県
外
か
ら
訪
れ
た
お
遍
路
さ
ん
に
「
大
井
町

の
印
象
」
に
つ
い
て
問
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
方

は
「
心
が
癒
さ
れ
る
」
と
答
え
る
。「
も
う
一

度
訪
れ
た
い
、
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
も
い

う
。
何
が
、
人
々
を
惹ひ

き
付
け
る
の
か
。
そ
こ

に
は
「
お
接
待
」
と
い
う
名
の
美
し
い
風
習
が

存
在
し
て
い
た
。

　

阿
南
市
の
西
端
、
那
賀
川
に
面
す
る
山
間
の

ま
ち
、
大
井
町
。
四
国
霊
場
第
20
番
札
所
鶴
林

寺
と
第
21
番
札
所
太
龍
寺
と
を
結
ぶ
遍
路
道
が

町
中
を
通
り
、
四
季
を
通
じ
て
お
遍
路
さ
ん
が

訪
れ
る
。「
居
な
が
ら
に
し
て
全
国
各
地
の
人
々

と
日
常
的
に
触
れ
合
え
る
の
は
、
市
内
で
も
こ

こ
だ
け
で
し
ょ
う
」と
住
民
は
誇
ら
し
く
語
る
。

　

ま
ち
に
は
、
仏
の
加
護
を
念
じ
て
苦
行
す
る

お
遍
路
さ
ん
に
対
す
る
、
地
元
の
人
々
の
温
か

い
心
尽
く
し
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。
県
道

沿
い
の
大
井
休
憩
所
（
東あ
ず
ま
や屋

）
に
は
、
手
作
り

の
道
案
内
板
や
杖
が
備
え
付
け
ら
れ
、
秋
に
は

地
元
で
と
れ
る
ミ
カ
ン
が
人
知
れ
ず
置
か
れ
る
。

「
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
差
し
上
げ
た
り
、
タ
ク

シ
ー
を
手
配
し
た
り
す
る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
。

時
に
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
ま
で
車
で
送
り
届
け
て

あ
げ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
遍
路
さ
ん
を
大

切
に
す
る
気
持
ち
は
、
ど
こ
の
ま
ち
よ
り
も
強

い
と
思
い
ま
す
。」
と
、
総
代
の
井
出
達
海
さ

ん
（
69
歳
）
は
熱
く
語
っ
て
く
れ
た
。

　

か
つ
て
大
井
町
が
村
だ
っ
た
時
代
、
お
遍
路
さ

ん
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。
村
に
は
３
軒
の
宿

が
あ
り
、
１
軒
に
60
人
も
の
お
遍
路
さ
ん
が
宿
し

た
こ
と
は
、
今
で
も
語
り
草
と
な
っ
て
い
る
。
そ

も
そ
も
こ
の
周
辺
の
遍
路
道
は〝
遍
路
こ
ろ
が
し
〟

と
呼
ば
れ
、
急
峻
な
山
道
が
続
く
。
過
酷
な
旅
路

に
あ
っ
て「
お
遍
路
さ
ん
は
お
大
師
さ
ん
と
同
じ
」

と
、
食
べ
物
や
宿
を
提
供
し
て
き
た
の
だ
。
こ
れ

が
お
接
待
で
あ
る
。
お
接
待
と
い
う
風
習
を
通
し

て
、
お
遍
路
さ
ん
と
地
元
の
人
々
と
の
交
流
が
生

ま
れ
、
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
モ
ノ
を
与
え

る
だ
け
で
な
く
、
優
し
く
声
を
か
け
、
道
案
内
す

る
の
も
ま
た
、
立
派
な
お
接
待
で
あ
る
こ
と
を
大

井
町
の
人
々
は
教
え
て
く
れ
た
。

　

今
夏
、
地
元
の
中
学
生
が
、
お
遍
路
さ
ん
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。そ
の
ほ
と
ん
ど
に「
宿

題
が
ん
ば
っ
て
」
と
、
励
ま
し
の
言
葉
が
添
え
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
温
か
い
心
の
交
流
が
、

お
接
待
の
精
神
を
育
み
、
地
域
の
誇
り
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。
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東屋に備え付けられた道案内板と杖

遍路道やお庵の清掃、墓守は定期的に行われている。外国人の
お遍路さんもしばしば訪れ、お接待の心は国境を越えている。

お
接
待
の
心
が
息
づ
く
ま
ち
、
大
井
町


